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ア
ポ
ロ
が
月
へ
行
っ
た

こ
の
ア
ポ
ロ
十

万
個
の
部
品
に

る
と

う

ナ

社
、
そ
の
内
大
企 つ

て
な

一
}

九
 
0
 
%

て
完
成
し
た
と

五
0

業
で
も
や
ろ
う
と
思
え 三

、
 
C

0
 
%
、

力
に

ネ

う

何
で
も
や
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
強
い

ル
ギ
ー

中
小
企

残
り

0
0
こ
の
製
作
に
当が

中
小
企
業
の

業
は

企
業
が

ぢ
に
は

て
い



高
い
商
業
道
徳
で
外
来
客
を
迎
え
よ
う

商
業
道
徳
を
高
め
る
運
動
展
開
中
ノ
.

日
本
万
国
博
覧
会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
第
二
会
場
的
な
役
割
を
も
つ
奈
良
へ
は
~

内
外
よ
り
多
数
の
矧
光
客
が
来
寧
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
と
の
機
会
に

奈
良
の
優
れ
た
観
光
と
産
業
の
需
を
深
め
今
後
の
飛
躍
的
な
発
展
と
国
際
親
善
の

役
割
を
果
す
た
め
万
全
の
受
入
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

当
所
で
は
受
入
の
万
全
を
期
す
た
め
第
一
の
目
標
を
商
業
道
徳
の
高
揚
に
お
き
県

市
連
繋
の
も
と
に
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
展
開
す
る
と
と
に
致
し
ま
し
た
の
で

.初
協
力
を
船
願
い
致
し
ま
す
。

゛
ず

◎
轡:

゛
脚

.

.

.
一

泳
途

臼
勿場一局古

心
ノ
イ追

0
商
業
道
徳
を
高
め
る
運
動

期
問

昭
和
四
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五

年
九
月
三
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

運
動
の
目
標

と
の
運
動
は
、
日
本
万
国
博
覧
会
に
協
力

し
、
商
業
道
徳
を
高
め
る
と
と
を
目
標
と
し
、

①
高
い
商
業
道
徳
で
万
国
博
を

②
良
い
も
の
を
正
し
い
値
段
で
親
切
に
、

を
重
点
と
し
て
展
開
い
た
し
ま
す
。

な
お
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。山

暴
利
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

圃
標
準
的
な
価
格
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま

し
ょ
う
0

圃
便
乗
的
な
値
上
げ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

御
価
格
、
料
金
は
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
し

ま
し
ょ
う

②
粗
悪
品
の
販
売
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

圃
そ
の
も
の
本
来
の
用
途
に
た
え
な
い
よ
う

な
品
質
劣
悪
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
の
販
売

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

吋

同
危
険
な
毒
性
の
あ
る
も
〆
・
俗
悪
な
も
の
等

一
一、

気ノ?一

※
商
業
道
徳
を
一
局
め
る
運
動
シ
リ
ー
ズ

商
店
経
営
講
座
(
十
月
二
十
四
日
)

0

商
店
主
婦
講
座
(
十
一
月
六
日
)

0

商
店
従
業
員
サ
ー
ビ
ス
講
座

ハ

(
十
一
月
十
一
日
)

※
外
国
向
荷
物
荷
造
り
講
習
会(

十
一
月
中
旬
)

※
メ
ニ
ュ
ー
の
作
り
方
個
別
指
導(十

一
月
下
旬
)

※
万
国
愽
観
光
接
客
業
者
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

(
十
二
月
上
旬
)

※
ド
ル
知
識
と
外
国
為
替
講
習
会

※
商
業
道
雋
揚
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

(
店
主
向
)
(
二
月
)

ノ

(
従
業
員
向
)
(
二
月
)

ノ

会
話
の
栞
講
習
会

(
二
月
)

三
、
商
店
街
の
巡
回
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

主
要
商
店
街
へ
会
議
所
専
門
指
導
員
、
経
営

指
導
員
が
店
内
装
飾
・
照
明
・
シ
,
ー
カ
ー

.
プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
等
に
つ
い
て
巡
回
し

、て
指
導
い
た
し
ま
す
。
(
十
一
月
^

四
、
買
物
相
談
所
を
設
置
し
ま
す
。

会
議
所
内
に
外
客
の
利
便
に
供
す
る
た
め
、

会
期
中
買
物
相
談
所
を
設
置
い
だ
し
ま
t
。

五
、
会
話
の
し
お
り
を
作
成
し
ま
す
。

外
人
客
の
シ
,
ツ
ピ
ン
グ
の
便
宣
に
供
す
る

た
め
和
欧
文
に
ょ
る
会
話
の
し
太
り
(
タ
イ

ジ
エ
ス
ト
版
)
を
作
成
し
て
お
渡
し
致
し
ま

す
。
(
店
内
従
業
員
用
(

酉奧
瓢
、

伝
達
式
に
参
列
き
れ
た
。

当
商
工
会
議
所
専
務
理
事
中
村
貞
三
氏

、

の
販
売
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

囚
品
質
用
途
の
正
し
い
詳
し
い
表
示
や
説

明
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

同
苦
情
に
対
し
て
は
讐
を
も
っ
て
処
理
し

ま
し
ょ
う
。

矧
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
改
善
を
は
か
り
ま
し

よ
う

剛
外
客
に
対
し
て
は
真
心
の
と
も
っ
た
親
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

同
接
客
環
境
を
と
と
の
え
又
は
改
善
し
て
、

外
人
客
国
内
客
の
受
入
態
勢
を
と
と
の
え

ま
し
ょ
う
0

囚
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
チ
ッ
プ
を
受
取

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
(
ノ
ー
チ

ツ
プ
制
の
推
進
)

と
の
運
動
の
主
な
事
業

一
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布

一
月
中
旬
に
会
員
各
位
に
お
届
け
致
し
ま
す

の
で
ウ
ィ
ン
ド
ゥ
等
太
客
き
ま
に
ょ
く
見
え

る
と
と
ろ
に
ビ
貼
付
下
さ
い
。
(
無
料
)

ニ
、
太
客
さ
ま
を
受
入
れ
る
た
め
の
各
種
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
い
づ
れ
御
案
内
申
し
上

げ
ま
t
の
で
是
非
御
参
加
下
き
い
。

((

六
、
芙
会
話
ソ
ノ
シ
ー
ト
を
頒
布
し
ま
す
。

英
会
話
練
習
用
の
ソ
ノ
シ
ー
ト
を
作
っ
て
実

費
で
船
わ
け
い
た
し
ま
す
。

0
1
G
S
 
(
国
際
親
善
店
)
制
度
の
推
進

商
店
・
旅
館
・
飲
食
業
の
内
一
定
基
凖
を
定

め
て
国
際
親
善
店
を
指
定
し
、
外
人
客
に
安

'

0
観
光
土
産
品
の
育
成
と
不
良
品
の
是
正

観
光
士
産
品
の
優
劣
は
、
そ
の
観
光
地
の
旅

佶
と
印
象
を
深
め
観
光
地
の
繁
栄
に
深
い
関

連
性
を
有
し
、
誠
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

お
り
、
奈
良
と
し
て
の
信
用
確
保
を
計
る
だ

め
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
士
産
品
の
育
成

と
不
良
士
産
品
の
是
正
を
は
か
り
ま
す
。

0
商
店
街
美
化
、
統
一
装
飾
の
推
進

各
商
店
街
の
協
力
に
ょ
り
商
業
小
売
部
会
幹

事
会
を
中
心
に
推
進
し
ま
す
。

＼

当
所
中
村
専
務
理
事
に
黄
授
褒
賞

通
産
行
政
の
功
績
で

3

t
。

,

伺
と
の
制
度
は
万
博
開
催
地
の
大
阪
を
中
心

に
西
日
本
の
各
地
商
工
会
議
所
と
連
繋
し
て

今
後
進
め
て
行
く
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2

0
産
業
観
光
の
推
進

万
博
会
期
中
、
外
人
向
、
国
内
人
向
工
場
見

卓

,
、
'
'
゛

、

J

.

ぬ
Y
.
"
,

'

、

『

,

子

A

脚
嘉
園
(
椿
井
町
)

.

妹
墨
運
堂
(
後
藤
町
)

.

赤
眉
焼
窯
元
古
瀬
尭
三
(
五
条
山
町
)

大
和
ハ
ウ
ス
妹
奈
良
工
場
(
西
九
条
町
)

.

鈴
木
瓦
工
業
側
(
奈
良
坂
町
)

.

奈
良
油
脂
工
業
殊
(
神
殿
町
)

ヤ
マ
ト
機
械
妹
(
佐
紀
町
)

テ
ィ
チ
ク
殊
(
肘
塚
町
)

.

脚
平
井
真
美
館
(
西
木
辻
町
)

奈
良
吉
川
産
業
朕
(
肘
塚
町
)

.

日
本
編
物
工
業
妹
(
生
駒
郡
生
駒
町
高
山
)

0
会
議
所
通
訳
の
設
置

外
人
太
買
物
客
の
不
便
を
な
く
す
た
め
「
会

話
の
し
お
り
」
を
作
成
中
で
あ
り
ま
す
が
更

に
万
国
愽
会
期
中
当
所
内
に
通
訳
を
常
置

し
、
ま
た
「
奈
良
商
工
会
議
所
通
訳
」
の
腕

章
を
つ
け
て
、
主
要
商
店
街
を
巡
回
い
た
し

ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

心
し
て
利
用
願
い
、
奈
良
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
国
際
的
レ
ベ
ル
を
一
層
高
め
る
と
共
に

国
際
親
善
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
t
る
も
の

で
、
と
れ
ら
の
お
店
に
は
、
商
業
器
を
高

め
る
運
動
の
目
標
を
充
焦
識
し
て
頂
き
店

内
表
示
の
和
文
併
記
並
び
に
適
正
価
格
表
示

を
明
確
に
徹
底
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
し
ま

学
を
通
じ
地
場
産
業
の
P
・
R
を
は
か
る
た

め
会
員
事
業
場
の
協
力
を
得
て
見
学
出
来
る

企
業
の
登
録
名
簿
を
作
成
し
て
、
稔
致
し

ま
t
。

※
登
録
頂
い
た
事
業
場
は
次
の
通
り
で
す
。

あ
し
び
や
本
舗
(
脇
戸
町
)

.

赤
膚
焼
窯
元
大
塩
正
人
(
五
条
山
町
)

゛

は
通
産
行
政
の
功
労
に
ょ
り
黄
授
褒
賞

を
授
与
さ
れ
去
る
W
月
玲
日
東
京
で
の

,
、
'

■

、

'ー 竃ノ

、゛、^"

鳶郷
t
」,

X

高い商業道徳で万国博を
正しい値段で親切に

C



昭
和
四
十
三
年
度

事
業
報
告
及
ぴ
収
支
決
算
承
認

・
第
四
十
回
議
員
総
会
1

当
所
第
四
十
回
議
員
総
会
は
、
去
る
八
月
二
十
七
日
奈
良
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

大
森
会
頭
聖
と
な
り
、
次
の
通
り
各
議
案
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。

先
ナ
毅
京
項
に
入
り
①
万
博
対
策
「
商
業
器
高
綴
動
」
に
つ
い
て
は
国
際
親
鴛
制
度

と
は
別
に
本
運
動
を
推
進
す
る
李
穀
告
②
次
い
で
会
賞
改
訂
進
拙
状
況
に
つ
い
て
は
会
員
各
位

の
御
協
力
に
ょ
り
順
稠
に
進
捗
し
て
い
る
旨
報
告
③
公
害
対
策
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
そ
の

人
選
は
正
副
会
頭
に
一
任
に
な
っ
た
事
を
報
告
、
何
れ
も
了
承
さ
れ
た
。

次
い
で
祭
蛋
に
入
り
①
四
十
三
年
度
事
業
殺
告
・
四
十
三
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

は
事
務
局
よ
り
項
を
迫
っ
て
研
、
張
監
事
よ
り
八
月
二
十
二
日
の
監
事
会
に
於
い
て
精
査
の

結
果
、
何
れ
心
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
県
告
あ
り
、
満
場
一
致
承
誓
れ
た
。

第
五
十
八
回
常
議
員
会

H
昭
和
四
+
三
年
度
事
業
報
告
及
ぴ

収
支
決
算
承
甲

部の

当
器
五
十
八
回
常
議
員
会
は
去
る
八
月
二
十
七
日
奈
良
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

大
森
会
頭
・
河
合
・
小
山
・
嘉
各
副
会
頭
他
各
常
議
員
、
監
事
出
席
さ
れ
各
議
案
薹
に
審

議
さ
れ
た
。

先
ず
報
告
事
項
に
入
り
①
会
質
改
訂
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
各
位
の
御
協
力
に
ょ
り
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
旨
毅
告
②
万
博
対
策
「
商
業
道
喬
揚
運
動
」
に
つ
い
て
は
国
際
親
善
店
制
度
と
は

別
に
本
運
動
を
展
開
t
る
事
を
報
告
、
何
れ
も
了
承
さ
れ
た
。

次
い
で
協
議
事
項
に
入
り
、
①
四
十
三
年
度
事
業
報
告
・
四
十
三
年
度
収
支
決
算
穀
告
に
つ
い

て
霧
局
よ
り
蘭
誘
、
一
同
異
議
な
く
了
承
、
本
案
を
議
員
総
会
に
上
程
す
る
事
に
決
定
さ
れ

た
。
②
公
害
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
並
び
に
そ
の
人
選
に
つ
い
て
は
正
副
会
頭
に
一
任
さ
れ
た
0

入

金
金
入
金
入

収

担
付

付
収

業

会
負
交
事
寄
雑

新
会
頭
に
永
野
民
就
任
一

日
商
第
三
十
四
回
通
常
焚
太
開
く

口
日
本
商
工
会
議
所
は
去
る
九
月
十
八
日
第
三
十
回
通
常
会
員
総
会
を
開
き
、
会
頭
口

口
に
永
野
重
雄
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
を
選
佳
足
立
正
前
会
頭
に
名
誉
会
頭
の
称
口

口
号
を
贈
っ
た
。
総
会
に
は
佐
藤
首
相
、
福
田
蔵
相
ら
政
府
首
脳
も
来
賓
と
し
て
出
口口

口
席
、
全
国
各
商
工
会
議
所
の
会
籍
三
百
七
十
名
が
出
席
し
た
。

つ
た
た
め
明
年
の
万
愽
鼎
の
国
家
的
譽

十
三
代
会
頭
に
選
任
さ
れ
た
永
野
新
会
頭
は

①
現
在
の
正
副
会
頭
に
各
地
プ
ロ
;
代
表
会
事
業
と
し
て
勇
断
を
も
っ
て
道
艸
制
に
移
行

さ
せ
る
と
と
を
提
唱
す
る
。

議
所
会
頭
、
東
商
の
代
表
副
会
頭
を
加
え
た

新
し
い
正
副
会
頭
会
議
を
設
け
、
と
の
会
議
⑤
七
0
年
代
は
熊
、
海
洋
、
宇
宙
開
発
な
ど

を
中
核
と
し
て
幅
広
い
略
、
経
済
、
社
会
棗
・
張
展
別
の
時
代
で
あ
る
。
重
化
学
工

問
題
に
つ
い
て
稙
極
的
な
活
動
を
推
進
す
業
の
発
展
を
土
台
と
し
て
知
識
、
技
術
が
集

約
化
さ
れ
た
機
能
集
積
型
産
業
が
大
き
な
地

る
。

②
七
0
年
代
は
太
平
洋
時
代
で
あ
り
太
平
羅
歩
を
占
め
る
の
で
、
技
爾
発
力
の
強
化
、

新
規
産
業
の
開
拓
と
と
も
に
情
報
処
理
の
普

済
委
員
会
な
ど
釜
要
な
役
割
を
果
た
す
と

に
な
る
が
、
経
済
人
は
先
進
雷
と
発
暴

及
と
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

上
国
と
の
問
の
か
け
橋
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
⑥
七
0
年
代
を
前
に
我
が
国
は
重
大
な
転
機
に

直
面
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
日
商
は
経
団

、
0

し

連
な
ど
他
の
経
済
団
体
と
緊
密
な
連
絡
を
と

り
我
国
の
発
展
と
繁
栄
の
た
論
先
し
て
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
傾
け
る
と
力
強
く
就
任
の
挨

拶
を
行
わ
れ
た
。

伺
議
事
に
於
い
て
は

①
明
年
度
の
財
政
経
済
政
策

②
貿
易
振
興
及
び
海
外
経
済
協
力

③
中
小
介
業
政
策

④
労
働
政
策
に
関
す
る
要
県
案
等
を
雛
し

て
政
府
国
金
鴛
し
た
。

、

部の
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計

C

出
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ー
ー
ー

③
わ
が
国
経
済
の
課
題
は
、
安
定
的
成
長
を
維

持
す
る
と
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
明
年
度
予

竹
、
は
中
立
的
編
成
方
針
を
と
る
べ
き
で
、
併

せ
て
今
後
の
艘
経
済
政
策
は
、
長
期
的
視

野
の
も
と
に
市
点
的
施
策
を
投
入
す
る
必
要

が
あ
る
。
中
小
企
業
と
霊
部
陶
の
近
代
化

は
徹
底
的
に
推
進
t
る
と
と
も
に
業
者
の
自

主
的
努
力
の
た
め
の
斡
発
と
指
導
に
つ
と
め

る
。

④
現
在
の
都
道
府
県
制
度
は
拡
大
さ
れ
た
産

業
、
交
通
、
通
信
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
く
な

兀

4

オ
}＼

H
要
朗
工
Π
,

公
害
防
止
条
例
施
行
に
関
し
要
望

5

C

計

去
る
九
月
十
二
長
公
害
対
策
審
議
会
々
長
下
笹
<
一
郎
(
副
知
事
)
氏
を
、
当

所
公
害
対
策
特
別
委
員
会
小
山
委
員
長
曽
原
、
上
林
副
委
員
長
が
訪
れ
、
種
々
公

害
問
題
に
つ
い
て
産
業
界
の
立
場
を
訴
へ
次
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

合

奈
良
県
公
害
防
止
条
例
の
施
行
に
あ
た
り
、

そ
の
規
制
基
凖
及
び
実
施
運
用
に
お
け
る
行
政

上
に
つ
い
て
次
の
通
り
要
豊
し
ま
す
。

現
下
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
な
い
産
業
公
害

問
題
が
大
き
く
提
起
さ
れ
、
と
の
た
め
奈
良
県

に
お
か
れ
て
も
そ
の
条
例
を
制
定
し
本
年
十
月

一
日
よ
り
実
施
さ
れ
よ
う
と
す
る
段
階
を
迎
え

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
公
害
の
防
止
に
つ
い

て
、
わ
れ
わ
れ
産
業
人
は
そ
の
社
会
的
責
任
を

痛
感
し
、
地
域
住
民
の
健
康
保
持
の
た
め
可
能

の
限
り
防
止
に
努
力
を
払
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
は
、
当
然
の
義
務
と
考
え
、
そ
の
原
理
に
つ

い
て
は
い
さ
さ
か
も
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
下
奈
良
塁
害
対
策
審

議
会
に
お
い
て
答
申
き
れ
よ
う
と
す
る
規
制
基

凖
値
を
も
っ
て
産
業
界
工
対
し
規
制
さ
れ
た
場

合
に
は
そ
の
技
術
上
、
コ
ス
ト
性
等
企
業
存
立

に
大
き
な
影
粋
を
も
た
ら
す
問
題
点
も
少
く
な

く
企
業
の
積
極
的
な
公
害
防
止
意
欲
に
対
し
、 ー

ー
ー
ー
ー

果
し
て
十
全
の
適
応
が
で
き
る
か
ど
ぅ
か
枯
だ

遺
感
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
大
き

な
不
安
と
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
も
の
が
あ
の
ま

す
。殊

に
憂
う
べ
き
は
当
産
業
界
の
九
九
%
は
中

小
企
業
で
あ
り
、
介
業
自
ら
の
努
力
に
お
い
て

は
限
界
が
あ
n
少
く
と
も
と
の
条
例
の
施
行
が

一
方
的
に
正
否
の
判
定
を
強
制
さ
れ
る
と
す
れ

ば
地
元
産
業
界
は
衰
退
の
道
を
辿
る
と
と
は
明

白
で
あ
り
、
か
か
る
重
大
な
意
味
を
も
つ
県
条

例
に
つ
い
て
は
既
零
業
の
実
情
に
即
し
て
運

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

現
下
の
中
小
企
業
は
開
放
経
済
下
に
あ
っ
て

国
際
化
、
自
由
化
の
流
れ
に
常
に
過
当
競
争
等

経
営
維
持
に
苦
慮
す
る
環
境
に
あ
り
、
こ
の
条

例
の
施
行
に
ょ
っ
て
県
内
産
業
界
の
生
存
を
う

ぱ
い
産
業
界
を
破
滅
に
導
く
と
と
は
決
し
て
妥

当
な
施
策
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
の
理
想
は
県
民
t
べ
て
の
願
い
で

あ
り
、
そ
の
逹
成
に
は
産
業
界
の
生
産
力
倫

S
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昭和43年度収支決算書

昭和43年4月1 侶~)(昭和"年3月31Π

1.

収

2.

3.

4.

i々

11.

(単位円)

前年度繰越金

9,466,500

954,900

5,312,440

1,103,989

93,993

724,961

1.

17,656,783

給与費

費旅

家'屋費
事務局費

会議賀

事業費

小規枝事業費

法定台帳作成管理運用費

交際賞

公課・分担金

福利厚生費

退職金積立金特別会計繰入

雑 費

次年度繰越

17,656,783

3,87フ,276

499,149

120,000

846,293

743,930

4,326,532

3,573,981

975,080

182,881

629,672

464,100

550,000

99,446

768,443



積
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
生
活
と
産
業

と
の
調
和
あ
る
発
展
と
そ
誓
<
の
理
想
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
以
上
の
立
場
か
ら
、

本
件
に
つ
い
て
産
業
界
に
滉
乱
を
生
じ
な
い
よ

う
左
記
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
万
全

の
対
策
と
慎
重
な
配
慮
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

記

山
冬
害
対
策
審
議
会
の
委
員
構
成
に
つ
ぃ
て

現
行
の
委
員
桜
成
は
三
十
四
名
中
、
介
業

側
代
表
は
僅
か
池
六
名
で
あ
り
、
よ
り
よ
き

審
議
を
尽
t
姿
勢
と
し
て
は
不
均
衡
と
思
わ

れ
る
。
よ
っ
て
黛
代
表
、
公
益
代
表
、
企

業
代
表
の
三
制
均
等
の
上
に
あ
る
べ
き
で
あ

り
、
従
っ
て
企
希
代
表
の
増
員
を
は
か
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
t
 
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

②
条
例
に
つ
い
て

条
例
第
九
条
は
企
業
側
に
対
し
い
ち
じ
る

し
く
一
方
的
圧
力
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り

今
日
の
企
茂
営
は
情
報
化
時
代
に
逢
着

、し
て
企
業
の
も
つ
そ
R
密
性
は
隔
言
る

べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
公
害
関
係
以
外
の
事

項
は
唆
す
る
表
現
及
び
指
導
と
融
和
、
協

力
を
前
批
と
す
る
よ
う
大
乗
的
見
地
か
ら
本

条
の
修
正
を
老
感
せ
ら
れ
た
い
。

と
の
と
と
は
か
り
に
運
用
面
で
の
寿
祭

な
さ
れ
る
と
し
下
笘
羅
的
に
は
条
文
が
と

れ
を
県
す
る
か
ら
で
あ
の
ま
す
。

③
公
害
規
制
基
凖
値
に
つ
い
て

本
県
基
準
と
近
府
県
基
凖
と
比
学
る
と

き
、
そ
の
誌
値
に
つ
い
て
余
り
に
も
各
項

目
に
お
い
て
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
本
県
の

特
殊
性
は
理
解
t
る
と
し
て
も
一
般
商
工
地

域
に
羚
い
て
も
厳
格
と
t
る
と
と
は
妥
当
で

な
く
、
従
っ
て
近
廉
と
同
等
基
凖
値
に
改

正
さ
れ
だ
い
。

④
既
存
企
業
の
育
成
に
つ
い
て

中
小
<
業
経
営
の
困
難
な
実
脩
徽
識

し
、
既
存
企
業
に
対
し
て
は
新
設
企
業
と
区

別
し
現
実
的
漸
進
的
施
策
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ

う
強
く
黒
願
い
た
い
。

勵
防
止
対
策
に
つ
い
て

施
行
上
、
個
々
企
業
対
策
よ
り
中
小
企
業

の
枇
造
改
善
施
策
と
し
て
協
業
化
、
集
団
化

団
地
化
等
施
策
の
上
に
公
害
防
止
を
考
え
ら

れ
た
い
。

⑥
誠
制
度
の
完
備
体
制
に
つ
ぃ
て

公
害
防
止
に
努
力
す
る
企
業
が
と
れ
に
伴

う
技
術
的
、
化
学
的
知
識
を
与
え
る
体
制
を

と
る
と
と
こ
そ
急
務
で
あ
り
、
<
止
業
側
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
技
術
指
導
の
窓
口
の
設
定

と
、
と
れ
に
対
処
す
る
試
験
施
設
を
強
化
さ

れ
た
い
。

⑦
運
用
に
つ
い
て

と
の
運
用
に
つ
い
て
は
中
小
企
業
の
実
体

に
則
し
て
地
域
一
律
的
な
規
格
よ
り
地
域
、

業
種
別
等
に
つ
い
て
の
細
分
化
を
な
し
、
し

か
も
聖
的
運
用
を
は
か
ら
れ
た
い
。

矧
行
政
の
一
貫
性
に
つ
い
て

各
部
円
及
び
行
政
庁
間
の
横
の
連
絡
を
強

化
さ
れ
、
公
害
対
策
に
つ
い
て
一
貫
性
あ
る

昭
和
四
十
四
年
度
設
備
近
代
化

資
金
貸
付
診
断
実
施

行
政
が
お
と
な
わ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た

、
0

し
⑨
助
成
に
つ
い
て

公
害
防
止
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
行
僅
か
に
論
近
代
化
資
金
枠
の
一

あ
り
、
中
小
企
業
の
実
情
か
ら
防
止
改
善
資

金
は
、
長
期
無
利
息
を
原
則
と
し
て
充
分
な

る
資
金
配
學
さ
れ
た
い
。
と
の
た
め
、
中

小
企
業
振
興
事
業
団
の
制
度
融
資
の
な
か
に

公
害
関
係
を
新
設
充
実
す
る
よ
う
促
進
さ
れ

た
い
。
ま
た
既
設
の
公
害
防
止
事
業
団
は
大

規
模
対
策
の
み
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

新
だ
に
中
小
企
業
部
門
を
新
設
さ
れ
る
等
、以上

財
源
確
保
を
は
か
ら
れ
た
い
。

委
員
長

副
委
員
長

ノ

公
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
名
簿

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

山
栄
三
郎
副
会
頭

原
一
郎
関
西
電
力
鵠
奈
良
支
店
長

林
安
彦
上
林
化
学
脚
社
長

太
郎
県
良
明
新
社
社
長

オ
リ
エ
ン
ト
墜
業
例
会
長

[
松

由
三
脚
モ
ナ
ー
テ
研
究
所
社
長

一
鵠
尾
田
組
社
長

利

林
茂
市
三
和
亀
側
社
長

山
嘉
一
杉
山
繊
維
工
業
閥
社
長

富
治
奈
良
敷
物
例
社
長

弘
七
共
同
精
版
印
刷
側
社
長

明
次
春
田
工
業
例
社
長

晃
奈
良
吉
川
産
業
妹
専
務
取
締
役

義
冶
憐
森
本
家
具
発
所
社
長

正
成
六
阪
ガ
ス
総
奈
良
営
業
所
長

久
幸
積
水
化
学
工
業
掬
奈
良
工
場
長

高
敏
側
椿
本
精
工
奈
良
工
場
長

豊
治
テ
ィ
ヂ
ク
鴨
社
長

幸
治
郎
植
田
蚊
帳
鵠
社
長

、
、
喜
多
庄
兵
術
喜
多
染
織
圃
社
長

、UM
凹ヒ

員
乾浦

上

委

会
議
所
の
う
こ
き

協
同
・
協
業
・
集
団
及
ぴ
転
廃

業
意
識
調
査
を
実
施

C

現
下
の
中
小
企
業
は
き
び
し
い
環
境
下
に
あ

り
、
政
府
と
し
て
も
中
小
企
業
施
策
の
基
本
姿

勢
と
し
て
開
放
自
由
化
体
制
に
対
処
す
る
だ

め
、
と
と
二
・
三
年
来
よ
り
従
来
の
保
護
政
策

か
ら
構
造
馨
施
策
を
重
点
と
し
て
個
々
企
業

か
ら
産
地
ぐ
る
み
対
策
へ
と
移
行
し
、
中
小
企

業
の
過
多
と
零
細
性
の
再
編
成
を
行
な
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
途
と
し
て
協
同
化
.

協
業
化
及
び
集
団
化
を
促
進
t
る
こ
と
を
基
本

施
策
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

当
所
で
は
と
の
よ
う
な
現
実
に
経
営
者
が
協

同
・
銘
業
・
集
団
化
の
問
題
に
つ
ぃ
て
ど
の
よ

う
に
意
誠
し
、
ま
だ
と
れ
を
受
け
と
め
て
い
る

か
に
つ
い
て
羽
査
し
た
。

(
内
容
に
つ
い
て
は
別
掲
)

先
に
借
入
れ
申
込
み
の
あ
っ
た
昭
和
四
十
四

ノ

(

)
、
 
J
 
)
、
、
、

4

場
に
於
て
問
題
に
直
面
し
た
場
<
口
、
ど
の
よ
う

に
処
理
す
べ
き
か
は
、
管
理
玉
要
な
問
題
で

あ
る
。
当
日
受
講
者
は
専
門
講
師
の
仕
事
の
知

識
、
責
任
、
改
善
、
指
導
、
人
の
扱
い
方
等
に

つ
い
て
熱
心
に
妥
講
し
た
。

記

日
時
六
月
二
十
四
日

、

講
師
大
阪
器
研
究
所

、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
森
本
正
樹
氏

一
、
テ
ー
マ

日
監
督
者
の
あ
り
方

⇔
人
の
監
督
の
仕
方

国
Z
D
に
対
す
る
監
督
者
の
諾

す
る
と
と
と
な
っ
た
。

(
万
国
博
外
客
受
入
対
策
商
業
道
雋
揚
運
動

に
つ
い
て
は
別
載
)

7

(

6

監
督
者
訓
練
講
座

企
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
監
督
者
が
、
職

奈
良
観
光
土
産
品
連
絡
協
議
会

奈
良
県
観
光
土
産
品
公
正
取

.引
協
議
会
・
合
同
試
買
審
査
会

の
開
催

六
月
二
十
五
日
、
当
所
に
於
て
、
奈
良
観
光

士
産
品
連
絡
協
議
会
・
奈
良
県
観
光
士
産
品
公

正
取
引
協
議
会
の
共
催
に
ょ
る
試
買
審
査
会
を

実
施
し
た
。
買
取
地
区
、
奈
良
市
内
、
天
理
、

吉
野
、
初
瀬
、
法
隆
寺
、
信
貴
山
の
各
地
区
か

ら
試
買
さ
れ
た
、
五
十
五
点
に
つ
い
て
、
審
査

委
員
長
栄
本
県
商
工
観
光
館
長
外
二
十
名
の

審
査
員
に
ょ
り
審
査
が
な
さ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
良
三
十
三
点
、
可
十
四
点
、

保
留
八
点
、
と
決
ま
り
、
今
後
も
奈
良
観
光
士

産
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
。
7
を
図
る
為
、
不
良
士
産

品
の
一
掃
に
努
め
る
事
と
な
っ
た
。 C

ノ

繊
維
工
業
部
会
幹
事
会
開
催

織
物
の
構
造
改
善
事
業
の
進
捗
状
況
並
び
に

今
後
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
七
月
十
一
日
、
当

所
ホ
ー
ル
に
お
い
て
富
田
部
会
長
他
四
名
が
出

席
し
て
開
催
、
当
所
よ
り
中
村
専
務
理
事
、
和

井
田
局
長
が
出
席
。

第
三
回
万
国
博
受
入
特
別
委
員

会
の
開
催

六
月
二
十
四
日
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、
県
商

工
課
、
県
鶴
光
課
、
奈
良
市
劉
光
商
工
課

長
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、
当
所
側
よ
り
高

箭
委
員
長
外
八
委
員
中
村
専
務
理
叉
出

席
、
先
ず
高
橋
副
委
員
長
の
挨
拶
の
後
事
務
局

よ
り
万
国
博
外
客
受
入
対
策
商
業
道
誓
揚
運

動
要
領
(
案
)
に
つ
い
て
詳
細
な
る
譜
、
質
疑

応
答
の
後
鴛
、
八
月
一
日
よ
り
運
動
を
展
開

南
都
セ
ン
タ
ー
診
断
実
施

当
所
及
び
奈
良
市
観
光
商
工
課
で
は
南
都
セ

ン
タ
ー
商
人
会
の
由
出
に
ょ
り
七
月
十
四
日
診

断
を
実
施
し
た
。

今
回
の
診
断
の
目
的
は
当
セ
ン
タ
ー
の
附
近

に
進
出
し
た
奈
良
デ
。
ハ
ー
ト
の
影
等
と
昭
和
四

十
年
に
実
施
し
巻
断
結
果
を
比
岐
検
討
し
今

後
の
対
策
の
基
礎
資
料
と
t
る
た
め
特
に
通
行

客
の
流
れ
、
入
場
者
数
の
把
握
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ょ
る
消
費
者
の
希
望
及
び
不
満
聴
取
に

重
点
を
置
い
た
。

尚
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
九
月
十
二
日
午
後

七
時
よ
り
当
所
及
び
奈
良
市
観
光
商
工
課
よ
り

年
度
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
に
係
る
診
断
は

奈
良
県
商
工
課
及
び
当
所
に
お
い
て
去
る
七
月

よ
り
九
月
迄
の
ニ
ケ
月
に
亘
り
由
請
の
あ
っ
た

二
十
九
事
業
場
に
対
し
設
備
、
財
務
、
労
務
各

分
野
に
わ
た
っ
て
診
断
を
実
施
し
た
。

尚
当
所
で
は
貸
付
内
定
次
第
直
接
事
業
場
宛

に
通
知
致
し
て
お
り
ま
t
。

大南近

谷口藤 藤本川田東田

小尾奥

田田

部
が
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担
当
者
が
出
席
、
商
人
会
側
よ
り
二
十
九
名
の

出
席
が
あ
り
終
始
熱
心
に
診
断
結
果
に
聞
き
入

今
後
の
対
策
等
に
つ
き
真
剣
に
艀
し

り
、

た
。

接
遇
者
訓
練
講
座
開
催

七
月
十
六
日
、
専
阿
の
講
師
を
招
ね
き
、
日

常
外
来
者
に
接
す
る
女
子
社
員
に
、
接
遇
時
の

心
得
、
(
話
し
方
、
応
対
の
仕
方
)
妥
付
等
の

要
領
を
身
に
つ
け
、
企
業
の
一
員
と
し
て
の
役

割
に
つ
い
て
自
覚
を
う
な
が
t
だ
め
、
接
遇
者

訓
練
講
座
を
開
催
、
出
席
者
は
終
始
熱
心
に
聴

講
し
た
。

同
賛
同
の
後
妥
入
の
為
の
清
掃
問
題
、
市
内
の

万
博
時
に
於
け
る
交
通
問
題
等
に
つ
き
有
意
義

な
る
意
見
の
交
換
を
み
た
。

、

講
師
日
本
事
務
輩
協
会

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
レ
ス
福
田
鶴
代
氏

工
芸
部
会
の
開
催

日
女
子
社
員
と
し
て
の
心
桜
え

⇔
仕
事
の
進
め
方

国
よ
い
人
問
関
係

四
応
対
の
仕
方

七
月
二
十
四
日
、
当
所
に
お
い
て
、
工
芸
部

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
ゲ
ス
ト
に
栄
本
県

商
工
概
光
館
長
、
滝
川
市
観
光
商
工
課
長
を
迎

え
、
水
谷
部
会
長
、
福
井
副
部
会
長
外
七
名
の

出
席
を
得
て
、
伝
統
産
業
の
振
興
策
を
テ
ー
マ

に
種
々
活
発
な
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
結
論
と

し
て
は
、
本
日
の
意
見
を
中
心
に
要
剖
書
を
纒

め
再
度
部
会
に
於
て
検
討
t
る
又
、
近
く
先
進

地
で
あ
る
京
都
伝
統
工
芸
を
視
察
し
共
通
の
問

題
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
を
行
な
う
と
と
に
な

ナ

じ
め
県
か
ら
は
竹
田
商
工
課
長
他
係
員
市
よ

り
川
尻
経
済
部
長
、
滝
川
観
光
商
工
課
長
、
当

所
よ
り
中
村
専
務
理
事
、
和
井
田
局
長
が
出
席

石
原
教
授
よ
0
診
断
結
果
に
つ
い
て
霜
な
説

明
が
な
さ
れ
当
市
商
店
街
の
今
後
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
勧
告
が
な
さ
れ
た
。

商
業
小
売
部
会
幹
事
会
の
開
催

七
月
十
七
日
、
当
所
に
於
て
、
中
村
専
務
理

事
、
,
細
田
部
会
長
、
岡
本
、
上
村
、
増
田
各
副

部
会
長
外
九
幹
事
の
出
席
を
え
て
開
催
し
た
。

当
日
は
万
博
外
客
受
入
の
た
め
の
商
業
道
徳

を
高
め
る
運
動
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
鵡

広
域
商
圏
調
査
穀
告
会
開
催

張
奈
良
駅
の
地
下
移
設
及
び
近
鉄
油
阪
駅

の
移
転
に
伴
い
当
市
の
商
業
立
地
尖
き
く
変

化
t
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
と
れ
を
契
機

に
奈
良
県
・
奈
良
市
、
当
所
で
は
去
る
四
十
三

年
四
月
よ
り
東
京
工
業
大
学
石
原
教
授
に
張

奈
良
駅
を
中
心
と
し
た
広
誓
断
を
委
嘱
、
延

べ
百
人
の
調
査
班
よ
に
る
詳
細
な
る
認
査
を
実

施
し
て
来
た
が
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
七
月
二

十
八
、
当
所
ホ
ー
ル
に
お
い
て
石
原
教
授
を
は

第
三
回
1
G
S
審
査
委
員
会
開
催

八
月
四
日
、
当
所
ホ
】
ル
に
於
て
、
河
合
委

員
長
外
十
七
委
員
の
出
席
を
え
て
開
催
し
た
。

と
の
1
G
S
 
(
国
際
親
善
店
)
登
録
制
度
は

万
国
博
外
客
を
対
象
に
し
た
も
の
で
外
客
に
安

心
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
国
際
親
善
の
役
割
を

果
た
そ
う
と
t
る
も
の
で
西
日
本
商
工
会
議
所

が
中
心
と
な
り
全
国
的
に
組
織
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
各
地
会
議
所
歩
調
を
合
せ
て
準
備
を
進

め
て
お
り
当
所
で
は
四
打
十
九
日
第
一
回
目
の

審
査
委
員
会
を
開
催
、
審
査
基
凖
等
を
定
め
、

今
回
は
募
集
方
法
に
つ
い
て
審
議
す
る
段
階
に

到
達
し
た
。

当
日
は
各
委
員
の
熱
心
な
意
見
の
交
喪
が
あ

り
、
結
局
公
募
す
る
、
但
し
公
募
す
る
が
申
込

は
保
証
団
体
を
通
じ
る
こ
と
に
な
る
の
各
団
体

に
於
て
責
任
を
も
っ
て
頂
く
と
い
う
と
と
で
今

後
進
め
て
い
く
と
と
に
な
っ
た
。、

れ
又
、
建
物
を
と
わ
す
と
一
年
で
既
得
権
が

消
滅
t
る
等
、
実
に
シ
ビ
ャ
ー
で
、
も
は
や

所
有
権
の
侵
害
で
、
な
や
み
は
大
き
く
、
緩

和
t
べ
き
だ
。

0
審
議
会
に
地
域
代
表
、
直
接
関
係
者
も
入
れ

る
べ
き
だ
。

0
奈
良
の
価
値
は
知
っ
て
い
る
、
根
本
的
に
国

で
観
光
施
設
を
移
し
観
光
団
地
造
り
も
必

要
、
又
重
要
な
処
は
国
有
化
も
進
め
る
べ

き
だ
。

0
古
都
法
の
買
上
げ
に
つ
い
て
も
多
く
の
問
題

が
あ
る
。
又
建
物
も
買
上
げ
る
べ
き
だ
。

0
京
都
な
み
に
奈
良
も
も
う
少
し
姦
的
な
線

に
す
べ
き
だ
。

等
々
の
意
見
交
換
の
後
、
京
都
で
開
か
れ

る
近
畿
プ
ロ
ッ
ウ
観
光
開
発
懇
談
会
の
当
所
意

見
発
表
は
、
テ
ー
マ
と
し
て
古
讐
の
問
題
を

と
ら
ま
え
大
東
都
光
部
会
長
に
意
見
発
表
を
し

て
頂
く
と
と
に
な
っ
た
。

中
級
夜
間
簿
記
学
校
開
催

当
所
で
は
先
に
開
催
し
た
初
級
に
引
き
続
き

会
員
各
位
の
ご
要
望
K
お
と
た
え
し
て
左
記
の

通
り
中
級
夜
間
簿
記
学
校
を
開
催
し
た
。

己一=五と
き

、

(

八
刃
五
日
、
六
日
、
七
口

1
G
S
の
申
込
は
希
望
者
の
所
属
団
体
を
通

じ
て
受
付
け
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
先
に
開
催

し
た
1
G
S
審
査
委
員
会
に
於
て
十
二
団
体
に

お
願
い
t
る
と
と
に
な
り
、
九
月
三
日
、
当
所

に
於
て
保
証
団
体
と
の
打
合
せ
会
を
開
催
。

当
日
は
各
保
証
団
体
よ
り
の
出
席
を
得
て
、

当
所
和
井
田
局
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
1
G
S
制

度
、
基
準
、
受
付
事
務
処
理
等
に
つ
い
て
説

(

日
、
十
八
日
、
十
九
日
、

二
十
日
、
二
十
一
日
、
ニ

十
五
日
、
二
十
六
日
の
十

、

と
と
ろ

講
師

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

観
光
開
発
懇
談
会
に
出
席

'
'

、

当
所
三
階
ホ
ー
ル

奈
良
商
業
高
等
学
校

教
諭
上
川
皖
哉
氏

公
墾
計
士
中
島
良
次
氏

延
一
六
三
名

社
会
情
勢
、
社
会
生
活
環
境
の
変
化
に
ょ
り

観
光
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
、
と
く
に
国
民

観
光
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
重
大
な
関

心
が
も
た
れ
つ
つ
ぁ
り
、
と
の
よ
う
な
事
よ
り

日
商
外
の
主
催
で
、
綜
合
棚
光
施
策
の
確
立
に

資
す
た
め
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
器
会
が
開
催
さ

れ
た
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
八
月
二
十
日
、
京

都
会
鷲
で
朋
催
さ
れ
た
が
、
当
所
よ
り
は
高

橋
副
会
頭
、
大
東
観
光
部
会
長
、
八
尾
、
箸
尾

両
議
員
、
和
井
田
局
長
、
県
か
ら
島
中
県
観

光
課
長
、
川
尻
市
経
済
部
長
が
出
席
さ
れ
た
。

当
日
は
、
近
畿
各
県
代
表
よ
り
の
意
見
発
表

が
あ
り
本
県
と
し
て
は
、
島
中
課
長
よ
り
、

「
観
光
行
政
の
一
本
化
、
と
各
種
公
園
の
国
庫

補
助
を
均
一
化
し
地
方
自
治
体
の
負
担
を
軽
滅

す
べ
き
だ
。
」
当
所
と
し
て
は
大
東
耀
光
部
会
長

よ
り
「
古
都
法
に
ょ
る
買
上
げ
財
源
を
大
巾
に

増
額
、
買
上
げ
に
は
建
物
も
鬻
よ
、
行
政
事

務
の
敏
速
化
を
は
か
る
と
と
、
地
主
代
表
、
受

益
者
代
表
に
審
議
会
及
び
と
れ
に
代
る
聴
聞
の

機
会
を
与
え
よ
」
、
と
強
く
う
つ
た
え
た
。

、

姦
者

観
光
問
題
懇
談
会
の
開
催

新
職
業
訓
練
法
ブ
ロ
ッ
ク
説
明

会
に
出
席

、去
る
七
月
十
八
日
公
布
を
み
た
新
職
業
訓
練

法
ブ
ロ
ッ
ク
別
説
明
会
は
八
月
二
十
日
、
六
阪

府
中
小
企
業
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
本
説
明
会
に
は
石
黒
職
業
訓
練
局
長
他
労

響
担
当
官
が
出
席
、
新
業
職
訓
練
法
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
尚
当
所
か
ら
中
村
主

事
が
出
席
し
た
。

八
月
十
三
日
、
午
前
十
時
よ
り
当
所
ホ
ー
ル

に
於
て
、
嘉
副
会
頭
、
中
村
謬
蛋
、
六

東
観
光
部
会
長
杉
本
交
通
運
輸
部
会
長
外
六

議
員
出
席
の
も
と
に
開
催
し
た
。

当
日
は
高
橋
副
会
頭
の
挨
拶
の
後
、
直
ち
懇

談
に
入
る
。

主
な
る
懇
談
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

0
古
都
法
の
特
別
地
区
で
は
、
高
さ
を
制
限
き

C

市
商
工
観
光
課
、
参
加
の
下
に
京
都
伝
統
産
業

を
視
察
、
清
水
焼
団
地
で
は
、
理
事
長
、
作
家

の
列
席
を
得
て
懇
談
し
た
。
京
焼
業
界
へ
の
他

産
地
よ
り
の
進
出
、
設
備
近
代
化
に
伴
う
諸
条

件
の
変
化
、
公
害
問
題
、
求
人
難
等
の
問
題

が
起
り
集
団
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。

資
金
は
、
京
都
市
中
小
璽
集
団
化
助
成
制

度
に
ょ
り
、
協
同
化
の
利
点
に
つ
い
て
は
、
生

産
性
の
向
上
、
精
神
的
な
連
帯
感
に
ょ
る
開
拓

精
神
の
高
揚
で
あ
る
。
今
後
の
問
題
と
し
て
は

後
継
者
の
養
成
で
あ
る
が
、
ま
ず
芸
術
に
対
す

る
需
の
必
要
性
か
ら
出
発
せ
ね
ば
な
ら
な

、
0

し

一
方
京
都
友
禅
文
化
会
館
に
於
て
は
、
府
、

市
、
商
工
会
議
所
、
友
禅
会
館
よ
り
の
列
席
の

下
に
、
懇
談
会
を
開
催
零
細
な
形
式
で
生
産

さ
れ
て
き
た
友
禅
も
、
消
費
の
高
度
化
、
多
様

化
に
ょ
り
、
覆
識
が
必
要
と
な
り
、
次
の
世

代
と
の
足
固
め
と
も
t
べ
く
、
会
館
を
設
立
、

又
府
、
市
の
行
政
に
つ
い
て
峡
技
術
者
の
社

会
的
地
位
の
向
上
、
後
継
者
の
養
成
、
労
働
環

境
の
整
備
の
助
成
に
主
眼
を
置
き
、
表
彰
制

度
、
訓
練
機
関
等
を
設
け
、
種
々
の
角
度
か
ら

そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
に

よ
り
必
要
な
と
と
は
、
業
界
自
身
の
積
極
的
な

姿
勢
が
、
望
ま
れ
、
当
所
側
と
し
て
も
今
後
の

業
界
事
業
の
運
営
に
大
い
に
参
考
に
な
り
、
有

意
義
な
一
日
と
し
て
参
加
者
一
同
深
い
感
銘
を

受
け
た
。

8

C

小
川
知
子
シ
ョ
ー
の
開
催

工
芸
部
会
京
都
伝
統
産
業
視
察

八
月
二
十
一
日
、
当
所
工
芸
部
会
で
は
水
谷

工
芸
部
会
長
以
下
W
名
他
県
商
工
観
光
館
、

本
年
度
中
元
セ
ー
ル
は
七
月
二
十
日
よ
り
八

月
十
七
日
の
二
十
七
日
問
、
十
六
商
店
街
の
参

加
を
得
て
小
川
知
子
シ
"
1
御
招
待
と
銘
う
っ

て
実
施
。
八
月
二
十
三
日
、
県
文
化
館
に
於
て

と
の
シ
,
ー
が
開
催
さ
れ
だ
。

当
日
は
、
朝
の
部
、
昼
の
部
、
夜
の
部
と
三

回
に
亘
っ
て
行
わ
れ
先
ず
細
田
小
売
部
会
長
の

挨
拶
の
後
、
シ
.
ー
に
入
り
、
漫
才
、
奇
術
、

音
楽
シ
,
ー
、
小
川
知
子
の
歌
謡
な
ど
で
い
ず

れ
も
会
場
を
う
め
つ
く
t
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

招
待
客
は
多
彩
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
満
足
、
盛

況
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

プ
ー
マ

日
間 日

、
十
一
日

1
G
S
保
証
団
体
打
合
せ
会
の

開
催

9

、

、

記



明
、
終
始
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
登
録
に
つ
い

て
一
歩
進
む
と
と
に
な
っ
た
。

奈
良
観
光
土
産
品
連
絡
協
議
会

評
議
員
・
幹
事
会
開
催

九
月
四
日
、
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
松
岡
、
南

畝
両
評
議
員
、
市
棚
光
商
工
課
、
保
健
所
及
び

当
所
の
幹
票
出
席
、
第
5
回
奈
良
優
良
観
光

士
鷺
推
奨
裂
会
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

今
回
は
九
刀
十
九
日
、
実
施
と
決
ま
り
、
関

係
冬
方
面
に
協
力
を
依
頼
す
る
事
と
な
っ
た
。

r

n
内
の
数
字
は
喪
合
格
者

質
問
に
た
い
し
、
『
道
路
を
広
く
す
る
と
と
に

よ
り
車
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
べ
き
で
あ

る
」
と
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
の
他
当
所
側
よ
り
、
道
路
忙
つ
い
て
は
北

和
連
合
に
ょ
る
一
層
の
器
を
、
又
厳
し
さ
を

増
し
た
中
小
企
業
対
策
を
、
商
工
予
算
の
増
額

を
、
市
内
業
老
の
優
先
発
注
を
、
等
冬
々
役
員

よ
り
要
望
あ
り
、
市
と
経
済
界
の
烹
の
疎
通

が
一
厨
は
か
ら
れ
た
。

奈
良
市
首
脳
部
と
の
懇
談
会
の

開
催

市
と
経
済
界
の
烹
の
疎
通
を
は
か
る
だ
め

九
月
八
日
、
春
H
ホ
テ
ル
に
於
て
、
市
側
よ
り

鍵
田
市
長
外
五
氏
、
当
所
よ
り
河
合
小
山
、

高
橋
冬
副
会
雫
乾
氏
外
十
五
役
員
の
出
席
の

も
と
に
当
面
の
経
済
祭
並
び
に
市
政
一
般
に

つ
い
て
鴛
さ
れ
た
。

鍵
田
市
長
よ
り
、
市
政
一
般
に
つ
き
説
明
、

観
光
に
つ
い
て
は
現
在
頂
点
に
立
っ
た
感
が
あ

り
、
述
っ
た
角
度
か
ら
の
魅
力
の
開
発
を
考
え

た
い
。
商
工
行
政
に
つ
い
て
は
今
後
力
を
入
れ

て
行
き
た
い
の
で
皆
様
方
の
具
休
的
豊
を
寄

せ
ら
れ
度
い
、
と
挨
拶
の
後
懇
談
に
入
る
。
席

上
、
万
愽
時
に
於
け
る
交
通
対
策
に
つ
い
て
の

公
害
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置

と
第
一
回
委
員
会
の
開
催

と
の
梱
和
を
も
っ
た
運
用
を
す
べ
き
だ
等
種
々

活
発
な
意
見
の
交
換
が
あ
り
、
本
日
の
意
見
を

取
纒
め
奈
良
県
公
害
対
策
審
議
会
会
長
に
要
望

書
を
提
出
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
(
要
司
書
別

十
)

県
公
害
防
止
条
例
の
制
定
は
産
業
界
に
と
っ

て
六
き
な
問
題
で
あ
る
と
と
か
ら
先
に
開
催
さ

れ
た
議
員
総
会
に
於
て
公
害
対
策
特
別
委
員
会

を
設
置
t
る
と
と
に
な
り
、
九
月
二
日
付
に
て

委
員
を
委
嘱
、
九
乃
十
日
第
一
回
目
の
委
員
会

を
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
開
催
し
た
。

当
日
は
、
ゲ
ス
ト
に
今
田
県
企
画
課
長
を
招

き
小
山
委
員
外
十
二
名
の
出
席
を
え
て
、
開

会
、
先
丁
、
正
副
委
員
長
の
互
選
に
入
り
、

委
員
長
に
小
山
栄
三
郎
氏
(
副
会
頭
)

副
委
員
長
曽
原
一
郎
氏
(
関
電
支
店
長
)

ク
上
林
安
彦
氏
(
上
林
化
学
社
長
)

を
選
任
、
引
続
き
、
今
田
県
企
画
課
長
よ
り
奈

良
県
公
害
防
止
対
策
の
方
向
と
題
し
、
防
止
条

例
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
た
後
、
意

見
の
交
換
に
入
り
、
公
害
問
題
に
つ
い
て
産
業

界
と
、
て
は
真
剣
に
取
組
む
が
、
産
業
の
進
展

ー
ー
ー
ー
一

役
員
会
の
開
催

九
月
十
二
日
、
午
後
三
時
よ
り
当
所
に
於
て

越
智
顧
問
、
大
森
会
頭
、
河
合
、
小
山
、
高
橋
副
会

頭
、
中
村
専
務
理
事
、
今
西
常
議
員
外
十
氏

富
森
監
事
出
席
の
も
と
に
、
役
員
会
を
開
催
し

0

ナ
当
日
は
六
森
会
頭
の
挨
拶
の
後
、
会
館
裟

に
つ
い
て
種
々
協
議
の
結
果
、
会
館
建
設
は
更

に
一
歩
進
め
る
と
と
に
な
り
具
体
的
渚
問
題
は

逐
次
審
議
し
て
行
く
と
と
に
な
っ
た
。

来
た
。パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
管
理
講
座
の

開
催

労
働
力
の
確
保
は
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
問

題
で
あ
り
、
労
働
力
不
足
緩
和
の
一
方
法
と
し

て
の
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
導
入
が
脚
光
を
浴
び

る
に
い
た
っ
た
。
だ
が
と
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ

導
入
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
内
在
t
る
。
そ

と
で
当
所
で
は
と
の
問
題
を
と
ら
え
、
標
記
講

座
を
左
記
に
ょ
り
開
催
し
た
。

壽
者
は
直
面
し
、
喧
面
が
予
想
さ
れ
る
問

題
で
あ
り
熱
心
に
受
講
し
、
研
究
さ
れ
た
。

記

と
き
九
月
十
六
日
、
十
七
日

、

と
と
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
ル

、一
、
講
師
奈
良
県
立
短
期
大
学

教
授
橋
爪
勝
次
氏

奈
良
為
基
準
局

監
襟
長
桜
井
孝
氏

良
県
観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
談
会
は
、
万
博

を
前
に
不
良
士
産
品
を
一
掃
し
よ
う
と
、
試
買

審
査
会
を
器
し
た
。
試
買
地
区
奈
良
市

内
、
天
理
吉
野
、
初
瀬
、
法
隆
寺
、
侭
山

の
各
地
区
か
ら
試
買
し
た
品
物
に
つ
い
て
、
松

岡
会
長
外
十
三
名
の
審
査
員
に
ょ
る
審
査
の
結

果
良
十
点
、
条
件
付
良
八
点
、
可
一
点
、
不
可

五
点
、
保
留
五
点
と
決
ま
り
、
今
後
協
議
会
で

は
不
良
品
に
対
し
、
勧
告
、
指
導
を
進
め
る
事

と
な
っ
た
。

ニ
ハ
、
四
%

万
国
博
会
場
視
察
会
実
施

皀
一
、
ψ

九
月
十
二
日
、
観
光
・
交
通
運
輸
両
部
会
主

催
に
ょ
る
万
国
博
会
場
視
察
会
を
開
催

万
国
愽
協
会
広
報
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

角
田
邦
太
郎
氏
の
案
内
に
ょ
り
、
会
場
を
巡
回

視
察
。万

国
博
開
催
も
目
前
に
迫
り
会
場
建
設
も
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
と
と
。
ス
ケ
ー
ル
の
六

き
さ
、
又
各
国
館
の
偉
客
を
つ
ぶ
き
に
見
学

し
、
そ
の
需
を
い
っ
そ
う
浄
め
る
と
と
が
出

万
国
博
朋
催
と
と
も
に
内
外
を
と
芋
多
数

の
観
光
客
が
鬻
す
る
と
と
が
予
督
れ
、
と

の
機
会
に
地
域
産
業
の
 
P
 
・
 
R
を
主
眼
と
し

て
、
槻
光
を
通
じ
産
業
の
紹
介
を
促
進
t
る

意
図
に
ょ
り
十
三
社
の
協
力
を
得
て
登
録
を
し

た
。
見
学
期
問
は
、
昭
和
閣
十
五
年
三
月
一
日

よ
り
九
月
三
十
日
ま
で
で
来
寧
者
の
御
希
望
に

よ
り
工
場
見
学
を
幹
旋
す
る
と
と
に
な
っ
て
い

る
。

(
一
璽
場
3
頁
に
別
掲
)

ー
ー
ー
ー
昌
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-
.
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ー
ー
ー
.
ー
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三
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,
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1
三
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'
ー
,
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C
J
記
検
定
試
験
は
去
る
九
月
二
十
八
日
(
日
)

正
器
校
(
第
一
会
場
)
奈
良
工
業
高
校
(
第

中
堅
社
員
訓
練
講
座
開
催

企
業
の
実
行
部
門
に
於
い
て
、
中
心
的
論

を
果
す
中
堅
社
員
の
立
場
と
賀
任
を
理
解
し
、

今
後
、
余
の
発
展
に
ょ
り
尽
く
し
て
、
ら
う

た
め
、
専
門
尿
師
を
招
い
て
開
佳
。

尚
出
席
者
三
十
名

記

時
九
月
二
十
六
日

、

場
所
当
所
三
階
ホ
ー
ル

、

講
師
大
阪
努
研
究
所

、

イ
ン
ス
ト
ラ
ウ
タ
ー
久
保
張
氏

一
、
テ
ー
マ日

中
堅
社
員
の
立
場
と
考
え
方

国
組
織
誘
と
人
間
関
係

国
生
産
性
向
上
と
仕
事
の
謡

四
自
己
専
発

1ー
/

顎
、
ー
/
少

顎
、
 
1
1
y
-

§
一
■
1
-

ゞ
・
一
■

、
ノ
ノ
^
^
ー
、
、
、
゛
、
、

二
会
場
)
に
於
て
実
施
き
れ
成
鞁
は
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。

級
別一

級
二
級

三
級

四
級

五
級

受
験
者
数
合
格
者
数
合
格
率
一

三
 
0
 
0
%

一
七
一
五
、
九
%

、

テ
ー
マ

一
、
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
導
入
と
霧
管
理

ニ
、
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
導
入
と
労
基
法
の

取
扱
い
に
つ
い
て

,

J
 
1

1
4
、
ー
・
1
Υ
・

1
ι
ヒ

八
一

一
五
五

五
一二

七

、
、

{
N

ー
ー
、
、

'
＼

N

01

公
正
取
引
協
議
会
が
試
買
審
査

会
の
開
催

九
河
二
十
五
日
、
当
所
ホ
】
ル
に
於
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薑゛

激
し
い
変
化
の
時
代

最
近
、
世
の
中
の
変
化
の
テ
ン
ポ
は
ま
す
ま

す
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
戦
前
、
日
本
か
ら
太

平
洋
を
横
断
し
て
ア
メ
リ
カ
に
行
く
の
に
、
船

で
十
二
日
か
か
っ
た
。
そ
れ
が
航
空
機
の
時
代

に
な
る
と
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
も
十
八
時
間
で
行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
年
前
に
、
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
出
現
t
る
と
九
時
間
に
な
っ
た
。
将
来
、

S
S
T
 
(
超
音
速
機
)
が
出
来
る
と
、
わ
ず
か

四
時
間
で
ア
メ
リ
カ
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

と
の
例
は
ま
さ
に
い
ま
の
世
の
中
の
変
化
の

ス
。
ヒ
ー
ド
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

、し

が
、
そ
れ
だ
け
に
、
と
の
よ
う
な
時
代
に
す
む

わ
れ
わ
れ
は
、
む
づ
か
し
い
問
題
と
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
に
厄
介
な
と
と
は
、
見
通
し
を
立
て
る

と
と
が
格
段
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
と
と
で
あ

る
。
変
化
が
そ
れ
捻
ど
急
速
で
な
い
社
会
で

は
、
将
来
の
予
測
を
す
る
場
合
に
、
過
去
の
経

験
法
則
と
か
通
念
に
ょ
っ
て
判
断
し
て
も
十
分

に
役
に
立
っ
だ
。
と
と
ろ
が
、
現
在
の
よ
う
な

変
革
の
時
代
、
転
換
期
に
は
、
も
は
や
過
去
の

ψ

経
験
法
則
は
そ
の
ま
ま
通
用
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。昨

年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
短
か
い
期
間
を

と
っ
て
み
て
も
、
日
本
経
済
に
お
い
て
、
と
れ

ま
で
に
前
例
の
な
い
新
し
い
事
実
が
い
か
に
た

く
さ
ん
起
っ
た
か
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ア

メ
リ
カ
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
伺
じ
で
あ
る
。

世
界
的
に
大
き
い
転
換
期
と
い
え
よ
う
。

情
報
の
重
要
性
高
ま
る

と
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
に
注
目
き
れ
る
と

と
は
、
何
よ
り
も
情
報
の
重
要
性
が
い
ら
じ
る

な
ま
の
情
報
、
現
場
の
情
報
を
つ
か
む
と
と
で

あ
る
。と

い
っ
て
も
、
情
報
の
量
は
ま
す
ま
す
ふ
ぇ

る
ぱ
か
り
で
あ
る
。
情
報
化
社
会
と
は
、
い
い

か
え
れ
ぱ
范
六
な
情
報
が
毎
日
の
よ
う
に
生
み

だ
さ
れ
て
い
る
社
会
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
と

で
問
題
は
、
と
の
よ
う
な
范
大
な
情
報
を
ど
の

よ
う
に
し
て
処
理
し
て
役
に
立
つ
情
報
に
す
る

か
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
無
駄
な
佶
報
を
す
て

て
、
重
要
な
も
の
を
と
り
出
す
と
と
で
あ
る

が
、
と
の
点
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
】

技
術
の
進
歩
が
情
報
の
洪
水
を
う
ま
く
処
理
し

情
報
化
時
代
を
む
か
え
て

し
く
一
局
ま
っ
て
き
だ
と
と
で
あ
る
。
現
代
が
情

報
化
社
会
、
佶
報
化
時
代
と
い
わ
れ
る
の
も
一

つ
は
そ
の
為
で
あ
る
。

企
業
の
経
営
に
と
っ
て
大
切
な
と
と
は
、
環

境
の
変
化
に
適
応
し
て
手
を
打
つ
と
と
で
あ

る
。
が
、
そ
れ
に
は
、
変
化
を
早
く
知
る
と
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
情
報
を
早
く
出

来
る
だ
け
多
く
集
め
る
と
と
が
必
要
に
な
る
。

最
近
の
通
信
技
術
の
発
逹
、
コ
ン
ピ
ニ
ー
タ
ー

の
進
歩
が
情
報
の
重
要
性
を
一
段
と
高
め
た
と

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
、
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
変
化
し
つ
つ
ぁ
る
現
実
を
示
t

問
題
な
の
は
、
人
間
の
意
識
の
な
か
に
は
、
古

い
情
毅
、
陳
腐
化
し
た
情
報
が
記
憶
さ
れ
て
い

て
、
往
々
に
し
て
新
し
い
情
報
を
う
け
つ
け
な

い
と
と
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
入
主
が

邪
魔
を
し
て
判
断
を
誤
ま
る
と
い
う
例
が
多
い

と
と
だ
。
と
の
よ
う
に
み
る
と
、
よ
捻
ど
過
去

の
経
験
と
か
現
在
お
か
れ
て
い
る
立
場
な
ど
に

と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
弾
力
的
な
態
度
を
も
た

な
い
と
、
変
化
に
早
く
対
処
t
る
と
と
は
む
づ

か
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

野
村
蓉
研
究
所
専
務
取
締
役

木
上

ラ
ン
ド
、
イ
リ
ノ
イ
研
究
所
な
ど
は
ス
ケ

ル
、

ー
ル
の
六
き
い
も
の
で
あ
る
。

企
業
で
も
政
府
で
も
、
決
定
を
下
す
だ
め
に

調
査
し
情
報
の
分
析
を
行
う
場
合
に
は
、
も
ち

ろ
ん
自
ら
の
手
で
行
う
は
十
で
あ
る
。
し
か
し

、

ア
メ
リ
カ
で
、
と
の
よ
う
に
多
く
の
独
立
研

究
所
が
あ
の
、
企
業
や
政
府
が
と
れ
ら
に
研
究

を
依
頼
し
て
い
る
の
は
ど
ぅ
い
う
わ
け
か
。

そ
れ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
理
由
が
あ
る
。
一

つ
は
と
れ
ら
の
研
究
機
関
が
経
済
と
技
術
に
ま

た
が
っ
た
総
合
的
な
調
査
研
籍
北
力
を
も
っ
て

て
、
企
業
経
営
に
対
し
て
有
益
な
判
断
の
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
い
る
と
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
通

り
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
、
変
化
を
は
や
く
つ
か
む
た
め

に
、
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
清
報
を
あ
つ
め
て
加

工
し
判
断
す
る
と
と
に
努
力
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
が
、
と
と
に
一
つ
の
難
点
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
現
実
は
刻
々
と
変
っ
て
行
く
た
め
に
、
い

く
ら
新
し
い
情
報
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
手
に
入

つ
た
と
き
は
t
で
に
現
実
と
の
ズ
レ
が
出
来
て

い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
と
れ
は
情
報
の
宿

命
と
い
っ
て
も
よ
い
。
き
シ
〔
に
、
と
り
わ
け
、

(

兵
衛

考
え
る
会
社
の
出
現

社
会
が
情
報
化
時
代
に
な
る
に
つ
れ
て
、
情

報
産
業
と
い
う
新
し
い
産
業
が
い
ま
や
最
大
の

成
長
産
業
と
な
り
つ
つ
ぁ
る
。
一
般
に
情
報
産

業
と
い
う
場
<
口
に
は
、
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
ー
関
連

産
業
(
コ
ン
。
ヒ
ニ
ー
タ
ー
機
器
、
ソ
フ
ト
ゥ
エ

ア
)
、
通
信
機
器
産
業
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
、
と
と
で
と
く
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は

調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

生
れ
て
き
て
い
る
と
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
す
で
に
十
数
年
前
か
ら
、

外
部
か
ら
の
委
託
に
ょ
っ
て
調
査
研
究
を
行
う

独
立
の
研
究
機
関
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
い

る
。
と
の
よ
う
な
組
織
は
一
般
に
、
り
サ
ー
チ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
(
、
調
査
産
業
)
と
か
、
シ
ン

キ
ン
グ
・
カ
ン
バ
ニ
ー
(
考
え
る
会
社
)
と

シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
(
器
機
関
)
と
か
よ

、
、
力ば

れ
て
い
る
。
現
在
す
で
に
総
数
で
五
百
以
上

あ
り
、
な
か
で
も
バ
ッ
テ
ル
研
究
所
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
研
九
九
所
、
ア
ー
サ
ー
・
 
D
 
・
り
ト

(

い
る
し
め
に
、
現
在
の
よ
う
な
大
き
い
変
革
期

も
う
一
っ
、
今
後
の
情
報
熱
時
代
の
注
目
す

に
際
し
て
機
動
性
が
あ
る
と
と
。
も
う
一
つ

ぺ
き
動
き
と
し
て
、
商
品
の
知
識
商
品
化
、
産

業
の
知
識
産
業
化
と
い
う
と
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
コ
ン
ビ
ユ
ー
タ
ー
の
価
格
は
、
機
器
自
体

の
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
の
利
用
技
術
で

あ
る
ソ
フ
ト
ゥ
ニ
ア
の
価
値
に
ょ
っ
て
き
め
ら

れ
て
い
る
の
な
ど
、
最
も
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。

他
の
商
品
に
は
な
い
独
自
の
メ
リ
ッ
ト
を
二
ー

ザ
ー
に
提
供
で
き
る
と
い
う
の
が
ま
さ
に
知
識

商
品
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
商
品
が
ふ
ぇ
て
行

く
の
が
と
れ
か
ら
の
社
会
の
特
色
で
あ
る
と
思

は
、
た
と
え
ぱ
企
業
が
企
業
自
体
の
新
し
い
戦

略
を
立
て
る
と
い
っ
た
場
合
、
自
社
よ
り
も
第

三
者
の
判
断
の
方
が
よ
り
客
概
的
で
あ
り
柔
軟

で
あ
る
と
と
が
多
い
と
い
う
点
だ
。

何
れ
に
し
て
も
、
と
の
よ
う
な
研
究
所
が
ア

メ
リ
カ
で
さ
か
ん
に
活
動
し
て
い
る
と
と
は
、

倩
報
化
時
代
の
社
会
的
必
要
性
に
ょ
る
も
の
と

い
え
る
。
わ
が
国
で
も
方
向
と
し
て
は
ア
メ
リ

力
と
同
じ
道
を
歩
み
つ
つ
ぁ
る
。

九
月
.
一
日
に
、
公
定
歩
合
の
引
上
げ
に
ょ
り

金
融
引
締
め
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
と
れ
ま
で

の
景
気
、
器
と
違
い
、
今
回
は
、
国
際
収
支
が

好
調
で
あ
る
の
に
景
気
が
行
過
ぎ
な
い
よ
う
、

予
防
措
置
と
し
て
行
わ
れ
た
点
が
特
色
で
す
。

一
方
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
労
働
力
の
不

足
や
、
消
費
者
の
需
要
の
変
化
に
対
応
t
る
た

め
、
省
力
投
資
や
合
理
化
の
た
め
の
機
械
、
設

備
の
新
増
設
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

れ
ま
で
、
立
遅
れ
て
い
た
中
小
企
業
が
国
際
化

し
、
先
進
国
化
す
る
経
済
環
境
の
中
で
繁
栄
し

て
行
く
た
め
に
、
と
の
よ
う
な
近
代
化
・
合
理

化
の
動
き
は
、
今
後
ま
t
ま
す
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
と
ぅ
し
て
見
る
と
、
今
回
の
金
融

引
締
め
が
、
中
小
企
業
の
体
質
改
暫
に
必
要
な

資
金
の
確
保
を
妨
け
る
と
と
に
な
っ
て
は
大
変

で
す
。
そ
と
で
、
中
小
企
業
庁
で
は
引
締
め
の

ξ

わ
れ
る
。

悪
い
影
響
が
、
中
小
企
業
に
及
ぱ
な
い
よ
う
、

次
の
よ
う
な
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

一
、
一
市
中
銀
行
の
中
小
企
業
向
け
の
貸
出
し

の
比
率
は
現
在
四
五
%
で
す
が
、
と
の
比
率

を
割
り
込
ま
な
い
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
は
引

き
上
げ
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
。
⇔
相
互
銀

行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
等
民
問
中
小
企

業
専
門
金
融
機
関
が
中
小
企
業
向
貸
出
し
北

襄
す
る
と
と
、
の
二
点
が
{
寸
ら
れ
る
よ

う
、
財
政
金
融
当
局
が
十
分
配
慮
し
、
市
中

銀
行
を
指
導
t
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

一
、
中
小
公
庫
、
国
民
公
庫
、
商
工
中
金
な
ど

の
政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
が
、
中
小
介

業
者
の
借
入
希
望
巡
と
た
え
ら
れ
る
よ
う
下

期
補
正
に
ょ
る
貸
出
規
模
一
六
三
0
億
円
の

大
巾
追
加
と
、
第
4
四
半
期
の
貸
出
枠
の
繰

筆
者
略
歴
・
昭
和
十
六
年
三
月
、
大
阪
商

科
大
学
卒
業
後
、
野
村
証
券
へ
入
社
。
昭
和

三
十
四
年
十
一
月
、
野
村
証
券
裂
部
長
、

三
十
七
年
十
一
月
取
締
役
を
歴
任
後
四
十

年
四
月
、
野
村
総
合
研
究
所
常
務
取
締
役
、

四
十
三
年
十
一
月
同
研
究
所
専
務
取
締
役
に

就
任
、
現
在
に
い
た
る

上
げ
を
行
い
、
資
金
を
弾
力
的
に
使
用
す
る

よ
う
配
慮
す
る
と
と
と
し
ま
し
た
。

三
、
中
小
企
業
者
向
け
の
貸
出
し
に
峡
見
返

り
の
予
余
要
禁
つ
き
も
の
で
す
。
と
の
拘

束
性
予
金
の
比
率
は
、
咋
年
末
で
一
八
・
ニ

%
と
、
大
企
業
の
二
・
五
%
に
対
し
て
、
ま
だ

相
当
高
率
で
す
が
、
今
後
引
き
締
め
が
喜

t
る
際
に
、
中
小
企
業
者
に
対
し
、
と
れ
ま

で
以
上
に
歩
積
、
両
建
要
求
が
無
理
強
い
さ

れ
な
い
よ
う
、
市
中
金
融
機
関
を
監
督
指
導

す
る
よ
う
当
局
に
要
請
し
ま
し
た
。

四
、
最
後
に
、
下
請
企
業
を
使
う
大
企
業
が
、

資
金
繰
り
逼
迫
の
尻
を
中
小
企
業
に
し
わ
寄

せ
し
な
い
よ
う
、
需
代
金
支
払
遅
延
防
止

法
や
各
地
通
産
局
に
あ
る
中
小
企
業
風
連

絡
協
議
会
を
穂
的
に
活
用
し
て
行
く
と
と

以
上

と
し
ま
し
た

31
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財団法人大阪府下請企業振興会では、当商工会議所に対し、下請企業の受注の協力申入れありましだので、別表
ビ高覧の上、当所宛ビ来所下さるか、又は当梳会宛お申し出で下さい。尚今回は(機械会属発注部門)です。

協会の住所大阪市東区大手前之町大阪府庁分館2号館

昭和44年10月受注一覧表機械金属

機械金属の下請はいかが

ローラーヒ゜ン

発注

M

1

口

学分

目
加工内容

機械加工

加工

産業機械部品

研削加工

必要設備

6尺材貞1多種少量
(特殊材のみ,合)BC S45C15名~30名

発

自動盤加工

平面研削盤
セグメンド型
不可

フ

ソヤー

スリ

材料等 1 発注規模

フ

注

板厚0.3~3列'1ιot 希望地域大阪市内
10ton~その他話し合いターー巻5~10ton支給 30ton1 西'

フ

M

7

M

8

M

9

M

10

ツ

二L

条

旋盤加工

電機計測器部晶

ン

外径20odX50 平面仕上
L加工濟材質SUS50
仕上精度 0.8-S以下

1 架

単能機加工

材質BC旋盤 3' 1 Z ot 200 ケ3ム(6尺又は5尺)X
(ミリネジ切可のとと) ム約5種類ボーノレ盤(卓上)タッパー各1

件

曲げ一切断

1詞一卿、

一溶接一塗装

単能盤
ao0φ~155φ)

そ

嬬望地域能力に応じて凌弘条件

製缶一溶接

一機械加工

建築金

の

希望地域尼崎大阪市内
当社60個程度支払現金

他

材質
SUS27
又は32

溶接ラジアルボール盤材質
(1m位)

プレナー S S-41

材質
S S-41

大東市大阪市内
話し合い

税率の緩和

^

1 ι ot l,000
以上

3台分ぐらい

希望地域尼崎近辺
支払 20日〆切翌月12日払
30万まで現金手形120日

機械込500×500迄

単重0.5~10Kg

単晶物

月50万位

(

コンベア 50名以上

設備不用(必要なもの支給あり)

設備は親企業のもの使用

希望地域府下
支払現金又は手形
20日〆切翌20日払

毎月
4~5人の
仕事あり

打合せの上
(毎月出る)

希望地域生野近辺
支払現金

物鋳
材質

F C-20

社内

内面研削機300φ~400ψ
長さ800 仕上0.8-S程度

希望地域大阪市南部
支払話し合い

ノダー

120日手,

1 ιot 50ton

希望地域
支払

月2万台

希望地域大阪府下
支払 20好〆切翌月15日払
手形 120日

2名以上一

]0名程度

堺

材質鋳鋼

希望地域奈良三重和歌山
滋賀

支払 8日〆切 20日現金

同

r

す

上

希望地域大阪市内に通勤可能
な事

その他話合い

不問

-15-

C

希望地域大阪府下

その他話し合い

11

10万円以下の金額

30万円ク

60万円グ

100万円ガ
150万円ガ

200万円ク
220万円ク

250万円ガ

300万円ノノ
400万円グ

1

9.8/0

10.0夕づ

14.2夕五

18.5夕づ
22.フタづ

27.0%
30.0%

31.2%

34.2%
38.5昭

500万円グ

600万円グ
700万円ガ

1,000万円ク

2,000万円ク
3,000万円ガ

4,500万円ガ

6,000万円ク

6,500万円ガ
6,500万円をとえる場合

-14-

42.フタづ

45.フ%
47.0夕づ

50.0%

55.0昭

60.0夕6

65.0夕づ

70.0夕づ

71.2夕づ
75.0夕づ

クロモリ

U
年
度
の
税
制
改
正
(
1
1
)

と
と
し
の
所
得
税
関
係
の
改
正
は
、
①
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
羚
よ
び
扶
養
控
除
の
引
士

げ
に
ょ
る
課
税
最
低
限
の
引
上
げ
、
②
給
与
所

得
控
除
の
適
用
範
囲
の
拡
大
、
⑧
主
と
し
て
中

堅
以
下
の
所
得
層
の
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
の
税
率
の
緩
和
を
三
本
の
柱
と
し
て
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
の
捻
か
、
障
害
者
控
除
な
ど

の
引
上
げ
を
含
め
平
年
度
千
八
百
二
十
五
億
円

の
減
税
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
t
。

き
ら
に
、
士
地
や
家
屋
な
ど
を
売
っ
た
と
き

の
課
税
方
法
に
つ
い
て
も
抜
本
的
な
改
正
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
こ
れ
ら
の
改
正
点
に
つ

い
て
、
関
係
の
深
い
部
分
を
説
明
し
ま
し
ょ
う

諸
控
除
が
大
幅
引
上
げ

〔
所
得
控
除
の
引
上
げ
〕

昭
和
四
十
三
年
分
と
比
べ
て
、
基
礎
控
除
額

と
配
偶
者
控
除
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
、
扶
養

控
除
額
が
一
万
七
千
五
百
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
ナ〔

給
与
所
得
控
除
の
適
用
範
囲
の
拡
大
〕

昭
和
四
十
三
年
分
で
は
、
給
与
の
収
入
金
額

が
百
九
万
五
千
円
を
と
え
る
と
給
与
所
得
控
除

額
は
二
十
六
万
五
千
円
で
頭
打
ち
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
給
与
所
得
控
除
の
適
用
階
層
の
範

囲
が
拡
大
き
れ
、
年
収
三
百
十
万
円
ま
で
は
給

与
の
収
入
の
増
加
に
応
じ
て
控
除
額
も
増
加
す

る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
分
と

比
べ
ま
す
と
、
給
与
所
得
控
除
の
定
額
控
除
額

が
五
千
円
、
最
高
限
度
額
が
八
万
三
千
円
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

所
得
計
算
等
の
改
正

〔
二
分
の
一
課
税
が
行
な
わ
れ
る
譲
渡
所
得
の

範
囲
の
改
正
)

譲
渡
所
得
の
う
ち
、
譲
波
所
得
の
特
別
控
除

額
(
三
十
万
円
)
を
控
除
し
た
残
額
を
二
分
の
一

に
す
る
の
は
、
従
来
、
保
有
期
間
が
三
年
を
と
え

る
資
産
の
讓
渡
に
ょ
る
所
得
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
三
年
が
五
年
に
改
め
ら
れ
、
昭
和

四
十
五
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

〔
山
林
所
得
の
範
囲
の
改
正
〕

山
林
所
得
は
、
従
来
、
保
有
期
問
が
三
年
を

と
え
る
山
林
の
讓
渡
に
ょ
る
所
得
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
と
の
三
年
が
五
年
に
改
め
ら
れ
、

昭
和
四
十
五
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま

価
の
な
い
た
な
卸
資
産
に
つ
い
て
は
総
平
均

法
)
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
仕
入
原
価

法
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

〔
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
の
改
正
〕

減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省

令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
製
材
用
自
動
送
材
装
置

や
最
近
あ
ら
わ
れ
た
新
規
製
品
の
製
造
設
備
等

に
つ
い
て
耐
用
年
数
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
通
常
の
使
用
時
間
を
と
え
て
使
用
さ
れ

る
機
械
お
よ
び
装
置
の
増
加
償
却
割
合
は
、
納

税
者
の
選
択
に
ょ
の
、
個
々
の
機
械
お
よ
び
装

置
の
取
得
価
額
の
ウ
エ
イ
ト
を
加
味
し
た
割
合

に
ょ
る
と
と
が
で
き
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
返
品
調
整
引
当
金
の
繰
入
限
度
額
の
計
算
の

改
正
〕

返
品
調
整
引
当
金
勘
定
の
繰
入
限
度
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
売
掛
金
や
た
な
卸
資
産
の
返

品
率
を
計
算
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
割
賦
基
凖

の
適
用
を
受
け
た
も
の
に
か
か
る
売
掛
金
や
た

な
卸
資
産
は
、
そ
の
計
算
か
ら
除
か
れ
る
と
と

に
な
り
ま
し
た

〔
予
定
納
税
を
要
し
な
い
予
定
納
税
基
準
額
の

引
上
げ
)

予
定
納
税
額
は
、
予
定
納
税
基
準
額
や
申
告

納
税
見
積
額
が
一
万
五
千
円
以
上
の
人
だ
け
が

納
め
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
の
一

万
五
千
円
が
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

ナ

(
資
産
の
譲
渡
と
み
な
さ
れ
る
地
役
権
の
設
定

行
為
の
追
加
)

地
役
権
の
設
定
の
対
価
が
譲
渡
所
得
と
き
れ

る
地
役
権
の
範
囲
が
拡
六
さ
れ
、
特
別
高
圧
地

中
電
線
の
敷
設
や
特
定
街
区
内
に
太
け
る
建
築

物
の
建
築
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る
地
役
権
も
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
た
な
卸
資
産
の
法
定
評
価
方
法
の
改
正
)

た
な
卸
資
産
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
選
定

の
届
出
が
な
い
場
合
に
適
用
き
れ
る
い
わ
ゆ
る

法
獲
、
価
方
法
は
、
従
来
は
売
価
還
元
法
(
売

所
得
税
の
税
率
に
つ
い
て
、
従
来

の
五
%
刻
み
の
税
率
の
累
進
が
、
課

税
所
得
一
千
万
円
ま
で
の
間
は
四
%

に
改
め
ら
れ
る
な
ど
、
主
と
し
て
中

堅
所
得
層
の
負
担
の
軽
減
が
は
か
ら

れ
ま
し
だ
。

な
船
、
昭
和
四
十
四
年
分
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
る
税
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

具
体
的
に
は
、
改
正
法
の
附
則
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
る
「
昭
和
四
十
四
年
分
所
得
税
の
簡

易
税
額
表
」
に
ょ
っ
て
そ
の
税
額
を
求
め
る
と

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一

5
・
巧
・
万
の
日
は
税
の
相
談
日

、

,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー

^

ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
号
1
-
ー
ー
」
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冒
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1
冒
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ー
ー
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Ⅱ

0
0

貿
ク
し
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、
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一
工
タ
Ⅱ

ツ
ヤ
リ

シ
ス

J

磨
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円

析
置
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区
分

理
装
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ヤ
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シ
ス

リシ
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質
尺
C

材
8
F

ス
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接

プ
シ
溶

0
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0
-

8
オ
盤
(

り
一

ぐ
ナ
玲

中
レ
盤

横
プ
旋

シ
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モ
リ
ナ
エ

レ
カ

フ
盤

゛

一
造

台

ー
ー
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ー
ー

一

一
立
一

工

M
1
姶

Ⅱ力械機

工
業
業

Π
作
業

ン
t

ノ
キ
、

ポ
マ
王

注

一
器
一

一
一

糸

M
1
2
 
M
1
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M
1
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M
1
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M
1
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計電

卞タ



他
望
件

のそ
希
条

希
域

注
地
発
望

の
望
額

問月
希
金

し
合
話

、し

ノ

ー
ー

f-ー

生
駒
山
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ガ

るあ

ノ

の

卯
間

尾

JF大
部
八

万

8
台

Jブ

/
時

ム
Ⅱ J

テ
也

斜
の

傾
そ
ル
型

ブ
金一具

工

テ
治
加

転
備
紬

廻
完
精

02

種

以
上

ノ

ノ

ウン工シ

市阪大
近

ヒ
ヒチフ

Ⅱ交

ノ

利
な
条
件
を
克
服
t
る
と
共
に
、
近
代
的
労
務

釜
の
括
、
経
営
老
と
従
業
員
の
血
の
か
よ

つ
た
人
問
関
係
の
確
立
等
、
大
企
業
に
は
な
い

特
徴
を
生
か
し
た
働
き
が
い
の
あ
る
、
し
か
も

魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
早
急
に
確
立
t
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

と
の
と
と
が
定
桑
の
向
上
、
儲
力
穫

に
つ
な
が
る
と
云
う
認
誥
を
深
め
る
と
共
に
、

独
創
的
な
経
営
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。次

に
国
際
化
時
代
の
問
題
に
つ
い
て
み
る

と
、
,
籍
部
門
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
六
年
に

裟

催ス
盤

イ
ノフ一

接

フ
ボ
祚

ナ
ア
他

レ
ジ
の

ブ
ラ
そ

1

加

ノ

取

切歯

Ⅱの

面

名8

ノ

1

等
工
~

ウ
Ⅱ
0

ン
凌
ク

ラ
上
円
一

フ
一
局
ワト

、

十
意
ツ

ギ
昇
口

希を作貫上士るあ曾
土

名

ノ

t

01

ソ
盤

ミ
動

02

89

1

一
一

工

土

」

03

ノ

加

区
分

t

ク
エ

ンラフヤキ
カ

X
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騨
X

04

接.
f
 
油
ダ
ン
組

リ
ン
ヘ

シ
ジ
一

丹
ン
ダ ド

ノ

台
台
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4
 
1
 
2

立

1

ノ

ス
リ
レ
ず
二
0
自
フ
(

2
ス
~
ス
~
一レ

ス

受
M
1
1
妥
M
1
2

工

工機反
=
人

と
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
の
対
策
K
対

し
て
専
門
店
は
ど
ぅ
対
処
す
べ
き
か
を
考
え
る

と
、
云
う
ま
で
も
な
く
商
業
立
地
が
そ
の
八
0

%
を
左
右
す
る
と
云
わ
れ
て
い
る
一
般
小
売
店

に
お
い
て
は
先
づ
古
い
の
れ
ん
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
商
業
立
地
の
変
化
に
応
じ
て
支
店
政
策

等
を
と
り
入
れ
て
行
く
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
同
時
に
近
年
、
来
国
の
商
業
施
策
の
中
心
で

あ
る
共
同
化
、
協
聖
木
化
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
エ

ン
化
を
武
<
剣
に
考
え
時
代
に
延
れ
を
と
ら
な
い

よ
う
な
積
極
的
な
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

又
個
々
企
業
に
お
い
て
は
釜
の
消
賀
傾
向

の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
界
の
多
様
性
を
十
分

考
え
て
独
創
的
、
創
造
的
な
商
口
鴇
成
に
意
を

注
ぐ
と
共
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
販
売
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
単
な
る
大
型
化
、
専
門
店
化
、
共
同

協
業
化
は
失
敗
の
危
険
性
が
多
分
に
あ
る

の
で
前
も
っ
て
県
な
計
画
、
検
討
の
上
実
行

さ
れ
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

EA4

Ⅱ力ラ犬且<治

ノ

流
通
機
構
の
近
代

也
ト

運
ツ
一

凹
凹
レ
ξ

般
凸
一

旋
タ
セ

六
量
生
産
、
六
量
躯
遜
代
に
見
合
っ
た
流

通
条
の
近
代
化
、
合
理
化
の
大
波
は
す
で
に

押
し
寄
て
お
り
、
と
の
よ
う
な
流
逝
機
構
の
急

激
な
変
革
に
ど
の
よ
う
に
対
抗
す
る
か
に
つ
い

て
若
手
経
営
老
屍
竺
槌
)
を
製
に
商
店

響
の
業
の
方
向
ナ
け
と
阿
店
、
大
型

チ
エ
ン
化
等
実
謄
即
し
た
当
面
の
闇
題

ヒ
、点

を
中
心
に
噂
門
講
師
を
招
へ
い
し
て
九
珂
二

日
、
三
B
の
二
日
冏
に
亘
り
、
国
民
宿
舎
術
山

荘
で
二
十
数
名
の
参
加
の
も
と
に
開
催
し
た
。

今
回
は
特
に
二
日
闇
倫
習
を
通
じ
て
参
加

者
一
同
終
始
熱
心
に
゛
需
さ
れ
有
愆
義
な
講
習

会
で
あ
っ
た
。

以
下
驫
習
会
よ
り
特
に
当
面
の
羅
で
あ

る
テ
】
マ
を
集
録
致
し
ま
し
た
。

一
、
テ
ー
マ
激
動
す
る
商
業
界
に
お
け
る
と

一
、

れ
か
ら
の
高
店
の
あ
り
方
に

つ
い
て

師
元
日
本
経
済
新
聞
社

講
、

市
場
部
長
今
堀
努
氏

我
が
国
経
済
の
一
九
七
0
午
代
の
大
き
な
問

題
と
し
て
は
第
一
に
荏
問
題
、
特
に
若
年
労

働
力
の
不
足
、
価
値
観
の
相
述
の
問
題
が
あ
り

第
二
に
国
際
化
時
代
に
直
面
し
て
の
貿
易
・
資

本
の
完
全
自
由
化
、
後
進
国
の
追
い
上
げ
、
特

高
税
の
問
題
が
あ
り
、
第
三
に
は
技
架
新

第
四
に
は
市
場
の
巨
大
化
が
考
え
ら
れ
る
。

と
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
に
あ
っ

て
と
れ
か
ら
の
専
門
店
が
如
何
に
対
処
す
べ
き

で
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
と
、
先
づ
若
年
労
働

力
の
不
足
の
対
策
と
し
て
は
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ

[一一

ル
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Ⅱ力

し
て一

、
多
店
化
政
策
(
一
県
一
店
主
羨
)

ニ
、
大
型
化
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
化

三
、
総
合
化
政
策
の
採
用

四
、
多
角
化
政
策

を
進
め
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
攻
勢
に
ょ
り
伸
び

悩
ん
で
い
る
百
貨
店
に
お
い
て
も
増
築
、
改

築
扱
い
商
品
の
再
検
討
と
そ
の
対
策
が
急
速

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

又
各
ス
ー
パ
ー
と
も
商
社
の
提
携
、
株
式
発

行
に
ょ
る
自
己
資
本
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い

る
ρ 鎧
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か

甲
キ

一
一
レ
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し
鉄

関
用
に
彌
る

金
車
あ

板
り
で

ス
あ
品

レ
験
製

プ
経
主

1
3

占
一

,
ト
ー
、

ク
日
,

力
8
心
大

ノ

桃
チ
イ
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動
ン
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自
べ
フ
ロ

ギ精
つ

3
 
3
 
1

血

X
 
X
 
X

尺
尺
の

8
6
卯

)
)
ー

付

は
チ
エ
ン
ス
ト
ア
の
資
本
吊
化
が
な
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

と
れ
は
明
ら
か
に
我
が
国
の
市
場
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
外
国
資
本
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
ビ

ツ
グ
ス
ト
ア
ー
が
進
出
し
て
く
る
事
ナ
憙
味
し

て
い
る
。

と
と
ろ
で
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ッ
ゲ
ス
ト
ア
ー
と

我
が
国
の
そ
れ
を
比
慢
し
て
み
る
と
資
本
額
に

お
い
て
は
僅
か
に
四
十
分
の
一
に
過
ぎ
ず
と
れ

だ
け
を
み
て
も
如
何
美
き
な
格
差
が
あ
る
か

を
知
る
事
が
出
来
る
。

そ
と
で
我
が
国
ス
パ
ー
心
既
に
そ
の
対
策
と

,
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盤
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^
等
一
迎
の
合
理
化
策
に
ょ
る
生
産
性
の

向
上
が
孝
え
ら
れ
る
が
、
と
れ
と
て
も
生
器

門
に
お
い
て
は
あ
る
喬
可
能
で
あ
る
が
、
最

終
的
に
は
人
力
に
た
よ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
誘

部
岡
K
於
て
は
あ
ま
り
そ
の
効
果
は
期
待
で
き

ナ
し更

繞
梁
界
の
現
状
は
大
半
が
中
分
細

余
で
あ
り
、
六
余
と
労
働
条
件
等
で
も
劣

つ
て
お
り
、
労
働
力
の
確
保
は
よ
り
困
雌
な
条

件
の
も
と
に
あ
る
。

従
っ
て
専
円
店
も
個
々
企
業
の
体
質
改
謡

も
と
よ
り
大
型
化
、
協
業
化
を
真
劉
考
え
不
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受注余力工場一覧表

プレス加工 2,600
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'10,000

9,000
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研磨加工

10名 治具ボーラー(三井)3#

40名

1"加励吠捻0,、00"■_ 1

機械加

冬種歯切

10,000

3,000

、1,',,

産業機械部品力

Ⅱ5名

法接肉盛加

センターレス研磨
18n寸型X 2 台
16ノノ X 1台

高周波及び中周波焼入可能

Ⅱ工

精密機械加工 8,000

機械加工
~歯切加工

1,200

金型自作

通し研削

段付研削 300悦まで

13名

1,600

大型旋盤加工

21名

個人

プレス~板金~
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6,000
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ガ
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15名

精密機械加工
特に心闇3.5m

旋盤に約15日の余力あり
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Ⅷ工

8名
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下
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旋盤~研磨~歯切の一貫作
樂

15田ル化大げ
40万大阪府

15名

1,000

ヘラ校

8名

100万不問

シャフト加工に特

100万

50万 ク

及び特徹

六阪

受注余力六資本金1従業 1
(千円)1員数 1工内
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経験ーガ邑1こ
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風

,
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冒

、

一

■

、

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
原
因

晃
は
、
商
店
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
い
ち
じ
る

し
く
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
う
声
が
、
か
な

り
つ
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
買
物
を
し
よ
う

と
声
を
か
け
て
も
、
ろ
く
に
返
事
を
し
な
い
店

員
、
お
客
か
ら
質
問
を
う
け
て
も
、
「
さ
あ
」

と
い
っ
て
満
足
に
答
え
ら
れ
な
い
商
品
知
墜

乏
し
い
店
員
、
な
ん
と
か
説
明
t
る
と
と
が
で

き
て
も
、
友
だ
ち
に
で
も
話
し
か
け
る
よ
う
に

ぞ
ん
ざ
い
な
口
を
き
く
店
員
な
ど
、
数
え
あ
げ

れ
ぱ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
恢
ど
。
な
か
に
は

お
客
が
買
物
に
く
る
か
ら
忙
し
く
な
っ
て
困
る

と
い
わ
ん
ぼ
か
り
の
態
度
を
と
っ
た
り
、
少
々

い
た
ん
で
い
る
商
晶
で
も
、
う
ま
く
ビ
ま
か
し

て
霜
客
に
売
り
つ
け
て
し
ま
え
ぱ
よ
い
と
い
う

悪
質
な
も
の
も
少
数
で
は
あ
る
が
見
う
け
ら
れ

る
よ
う
だ
。

な
ぜ
と
ん
な
と
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
宗
者
で
あ
る
商
店
経
営
者
K
そ

の
答
え
を
求
め
れ
ぱ
、
希
そ
ら
く
、
求
人
祭

い
ち
ぱ
ん
の
原
因
と
い
う
返
事
が
か
え
っ
て
と

よ
うt

な
わ
ち
、
今
は
求
人
難
の
時
代
で
あ
る
か

ら
、
素
質
の
よ
い
店
員
を
雇
用
で
き
な
い
の
が

第
一
。
そ
れ
に
、
人
手
不
足
が
劣
に
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
太
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
し
た
く
て
も
、
と
て
も
手
が
ま
わ
り

か
ね
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

そ
れ
ぱ
か
り
で
は
な
い
。
経
営
者
と
し
て
は

店
員
を
き
び
し
く
し
つ
け
、
船
客
に
対
す
る
サ

ビ
ー
玖
の
向
上
を
は
か
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
思

闇

、

▲

,

、

.

,

.

、

.

、

.

.

、

.

亀

.

、

つ
て
も
、
そ
れ
を
強
行
す
れ
ぱ
店
員
が
反
発
し

て
や
め
て
し
ま
い
、
ま
す
ま
t
人
手
不
足
に
拍

車
が
か
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
饗
も
あ
る
。
そ

と
で
つ
い
、
は
れ
も
の
に
で
も
さ
わ
る
よ
う
な

気
持
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
、
不
心

得
な
一
部
の
店
員
を
は
び
と
ら
せ
る
と
と
に
な

つ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

船
店
の
経
営
を
安
定
さ
せ
繁
栄
さ
せ
る
た
め

に
は
、
船
客
K
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
し
、

お
客
か
ら
愛
さ
れ
信
頼
き
れ
る
店
に
な
ら
な
け

れ
ぱ
い
け
な
い
と
と
ぐ
ら
い
、
と
と
で
あ
ら
た

め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
ど
な
た
も
よ
く
ビ

承
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
人
手
不
足
が
断

化
し
て
く
れ
ぱ
、
い
く
ら
お
店
が
繁
盛
し
利
益

を
あ
げ
て
い
て
も
、
労
務
倒
産
と
い
う
落
し
穴

に
は
ま
り
込
む
危
険
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

心
な
ら
ず
も
経
営
者
の
多
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
月
を
つ
ぶ
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
下
に
あ

る
と
い
う
わ
け
。
と
ぅ
考
え
て
み
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
お
客
に
と
っ
て
不
満
な
の
は
も

つ
と
も
だ
が
'
陶
店
の
側
に
も
多
少
の
同
情
の

余
地
が
あ
る
と
い
う
と
と
も
で
き
よ
う
。

1
t
t
1
t
1
t
1
t
1
1
t

さ
ら
に
苦
し
く
な
る
商
店
経
営

と
の
よ
う
に
、
今
の
商
店
の
サ
ー
ビ
ス
問
題

は
断
な
求
人
誓
よ
る
、
の
で
あ
り
、
今
後

も
求
人
難
は
き
び
し
く
な
り
と
そ
す
れ
、
緩
和

さ
れ
る
見
通
し
が
た
て
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
の

早
急
な
改
善
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に

到
達
す
る
わ
け
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
と

れ
か
ら
の
商
店
と
し
て
は
、
・
¥
」
う
し
た
傾
向
を

/
J
 
Y
/
、

、

.

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ
け
て
安
く
売
っ
た
の

で
は
、
た
と
え
一
割
で
も
本
当
に
市
価
よ
り
安

か
っ
た
と
し
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
と
は
い
ぇ
な
い

の
で
あ
る
。

と
の
と
と
ろ
話
題
と
な
っ
て
い
る
兎
肉
や
馬

肉
の
問
題
に
し
て
も
、
あ
る
業
者
は
消
費
者
が

安
い
も
の
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
消
費
者

に
と
っ
て
そ
の
責
任
の
一
端
が
あ
る
と
い
っ
た

釈
明
を
し
て
い
た
が
、
と
れ
な
ど
大
き
な
心
得

違
い
。
兎
や
馬
の
肉
が
安
く
て
美
味
で
あ
る
と

い
う
の
な
ら
、
そ
れ
を
積
極
的
に
P
R
し
、
消

費
者
を
啓
蒙
し
て
い
く
の
が
、
安
価
な
も
の
を

要
求
す
る
消
費
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
の
で

あ
る
。商店

経
営
者
は
商
品
に
関
し
て
い
わ
ぱ
プ
ロ

で
あ
り
、
消
費
岩
は
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
プ
ロ
が
ア
マ
チ
ュ
ア
を
だ
ま
す
の
は

や
さ
し
い
が
、
と
れ
で
は
船
客
か
ら
愛
さ
れ
信

頼
き
れ
る
店
に
な
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ

る
。
と
ぅ
考
え
て
み
れ
ぱ
、
サ
】
ビ
ス
と
は
、

プ
ロ
で
あ
る
商
店
側
が
ア
マ
で
あ
る
消
費
者
側

に
、
そ
の
良
心
を
売
る
と
と
だ
と
い
う
と
と
が

で
き
ょ
う
。

今
後
は
技
術
革
新
に
ょ
っ
て
、
さ
ら
に
多
く

の
新
し
い
商
品
が
出
現
し
て
く
る
。
そ
し
て
、

そ
の
な
か
に
は
、
 
t
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
る
反

面
、
問
題
の
あ
る
商
品
も
出
て
と
よ
う
。
と
す

れ
ば
、
と
の
良
否
を
見
分
け
、
正
し
く
販
売
す

る
の
が
プ
ロ
で
あ
る
商
店
の
つ
と
め
ー
つ
ま

り
一
言
葉
を
か
え
れ
ば
、
と
れ
か
ら
の
商
店
に
と

つ
て
は
、
消
費
者
生
活
面
の
よ
い
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
な
る
と
と
が
、
も
っ
と
重
要
な
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

、

.

.

''

?
ι
1
;

や
む
を
え
な
い
現
象
だ
と
し
て
看
過
す
る
と
と

は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
今
後
、
商
品
の

量
産
体
制
と
量
販
体
制
が
整
備
さ
れ
て
く
れ
ば

く
る
緑
ど
、
サ
】
ビ
ス
の
よ
し
あ
し
が
と
れ
ま

で
以
上
に
、
商
店
の
経
営
を
左
右
す
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

商
品
を
寮
に
生
産
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ず
そ
の
商
品
を
規
格
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

と
い
う
と
と
は
、
量
産
体
制
が
と
と
の
っ

、
0

して
い
く
に
つ
れ
て
、
ど
と
で
も
同
じ
も
の
が
買

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け

だ
。
そ
う
な
れ
ば
、
ど
ぅ
し
て
も
あ
の
店
で
な

け
れ
ぱ
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
船
客
と
し
て
も
品
質
に
変
り
が
な
い

の
な
ら
、
な
る
べ
く
感
じ
が
よ
く
、
買
物
し
や

す
い
店
に
足
を
む
け
る
の
は
、
人
情
と
し
て
当

然
の
と
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
・
閥
品
の
大
量
生
産
化
が
す
す
め
ぱ
、

大
量
に
そ
の
商
品
を
流
通
さ
せ
る
妊
ど
流
通
コ

ス
ト
は
低
下
す
る
と
と
に
な
る
。
と
な
れ
ぱ
、

商
品
の
扱
い
量
の
少
な
い
一
般
商
店
よ
り
、
量

販
を
基
本
方
針
と
す
る
大
型
ス
ー
バ
ー
の
方
が

C
、ノ

販
売
価
格
の
面
で
は
る
か
に
有
利
に
な
っ
て
と

よ
う
。と

れ
ま
で
も
、
一
般
商
店
は
ス
ー
パ
ー
の
影

箸
を
い
ろ
い
ろ
と
ぅ
け
て
き
た
が
、
全
体
的
に

み
れ
ば
、
そ
の
駈
は
予
想
以
下
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
と
れ
捻
、
一
部
の
商
品
を
除

き
わ
が
国
で
は
ま
だ
命
・
量
販
体
制
が
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
と
と
の
っ
て
い
な
か
っ
た
と
と
か

ら
、
大
型
ス
ー
パ
ー
の
有
力
な
武
器
で
あ
る
大

量
仕
入
れ
に
ょ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
思
う
よ
う

に
は
か
れ
な
か
っ
た
と
と
が
原
因
。
そ
れ
忙
、

一
般
商
品
は
消
費
者
の
身
近
か
に
店
を
構
え
て

お
り
、
船
客
か
ら
み
れ
ぱ
、
近
く
て
買
物
に
便

利
な
存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
、
量
産
、
量
販
体
制
が
と
と
の
っ
て

く
る
と
な
れ
ぱ
、
大
最
仕
入
れ
に
ょ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
効
果
が
フ
ル
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
脊
は
と
れ
ま
で
と
変
っ

て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
な
っ
た
と
と
ろ

で
、
と
れ
ま
で
と
導
者
の
身
近
か
に
店
を
構

え
て
い
る
と
い
っ
た
立
地
的
な
有
利
性
ま
で
失

つ
て
し
ま
う
わ
け
で
な
い
か
ら
、
す
ぐ
に
一
般

商
店
が
雛
に
追
い
込
ま
れ
る
と
と
は
な
い
。

し
か
し
、
述
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
特
定
の
店
を
め

ざ
し
て
来
店
さ
れ
る
客
は
少
な
く
な
り
、
顧
客

は
店
の
ビ
く
周
囲
の
消
費
者
だ
け
に
限
ら
れ
て

く
る
の
で
、
従
来
よ
り
商
團
が
狭
め
ら
れ
て
く

る
の
は
明
ら
か
だ
。
と
ぅ
な
れ
ぱ
、
も
と
も
と

周
辺
の
地
元
客
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
た
小
規

模
の
も
よ
り
嵒
米
桓
の
店
は
と
も
か
く
と
し

て
、
や
や
規
模
の
六
き
い
中
型
店
や
、
述
方
か

ら
、
多
く
の
瓢
客
を
集
め
ね
ば
な
ら
な
い
買
回

り
品
業
種
の
店
は
、
か
な
り
苦
し
い
立
場
に
た

た
さ
れ
る
と
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

流
通
革
新
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
久
し
い
。
が
、
以
上
の
よ
う
な
点

か
ら
考
え
れ
ぱ
、
と
れ
ま
で
は
ま
だ
捻
ん
の
序

の
口
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
本
当
の
革
新
の
荒

波
が
、
一
般
商
店
に
対
し
て
押
し
寄
せ
て
く
る

の
だ
と
い
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
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サ
ー
ビ
ス
は
や
る
気
が
肝
心

そ
と
で
、
と
れ
か
ら
の
商
店
と
し
て
は
、
と

の
荒
波
を
ど
の
よ
う
に
押
し
か
え
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
だ
が
、

結
論
か
ら
先
に
い
ぇ
ば
、
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
が
も
っ
と
も
電
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
量
産
化
に

よ
っ
て
今
後
は
個
性
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

開
発
が
き
ら
に
む
ず
か
し
く
な
っ
て
く
る
。
規

格
化
さ
れ
た
量
販
店
は
、
大
型
ス
】
バ
ー
の
方

が
低
価
格
で
売
れ
る
と
い
う
と
と
K
な
れ
ぱ
、

一
般
商
店
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
遠
方

か
ら
多
く
の
顧
客
を
自
店
に
ひ
き
つ
け
る
手
段

は
な
く
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

と
ぅ
い
う
と
、
ま
た
ま
た
は
じ
め
に
述
べ
た

よ
う
に
、
人
手
が
足
り
な
い
か
ら
や
り
た
く
て

も
で
き
な
い
し
、
あ
え
て
や
ろ
う
と
t
れ
ば
販

売
コ
ス
ト
が
か
さ
ん
で
経
営
を
自
分
か
ら
苦
し

く
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
讐
さ
れ
る
方
も

あ
ろ
う
。

た
し
か
に
、
人
手
不
足
の
現
状
で
は
、
昔
の

よ
う
な
ご
用
聞
き
や
配
逹
を
ま
め
に
や
る
と
と

は
で
き
な
い
し
、
人
件
費
高
の
折
か
ら
、
無
理

を
し
て
店
員
の
数
を
ふ
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
よ

く
し
よ
う
と
し
た
り
t
れ
ぱ
、
経
営
状
態
は
た

ち
ま
ち
に
し
て
悪
化
し
よ
う
。

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ビ
く
簡
単
に
い
え
ぱ
、
お

客
に
満
足
感
を
与
え
る
た
め
に
奉
仕
を
す
る
と

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
人
手
や
資

金
を
必
要
と
す
る
場
合
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
爵
合
も
ま
た
少

な
く
な
い
の
で
あ
る
。

、し

早
い
話
が
、
物
い
わ
ぬ
販
売
員
と
、
い
ぇ
る

正
札
や
品
質
表
示
を
適
正
に
行
な
う
と
と
も
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
し
、
最
近
、
一
部
で
行
な
わ
れ

ー
も
そ
の
一
つ

て
い
る
深
夜
営
業
の
ス

パ

だ
。
都
会
で
は
、
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
人

も
大
勢
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
よ
う
に
営

業
時
問
を
昼
間
か
ら
夜
問
に
き
り
か
え
る
と
と

も
、
深
夜
ま
で
働
い
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、

立
派
な
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

地
方
の
駅
前
に
あ
る
み
や
げ
も
の
店
で
は
、
列

車
や
バ
ス
の
時
刻
表
、
そ
れ
に
観
光
地
ま
で
の

所
要
時
間
、
タ
ク
シ
ー
料
金
な
ど
を
客
の
目
に

つ
き
や
す
い
と
と
ろ
に
貼
り
出
し
て
ぃ
る
が
、

と
れ
な
ど
も
旅
行
客
に
と
っ
て
は
、
六
き
な
サ

]
ビ
ス
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
の
よ
う
に
、
工
夫
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
方
法
は
い
く
ら
も
あ
る
は
ず
。
つ
ま
り
極
言

す
れ
ぱ
、
サ
ー
ビ
ス
を
無
視
し
て
い
る
店
は
、

そ
れ
が
や
れ
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
や
る
気
が

な
い
か
ら
だ
と
も
い
ぇ
る
わ
け
だ
。

こ
れ
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は

と
と
ろ
が
、
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
、
と
か
く
商

品
を
安
く
売
り
さ
え
す
れ
ぱ
よ
い
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
経
営

を
合
理
化
t
る
と
と
に
ょ
っ
て
一
般
市
価
よ
り

商
品
を
安
く
売
る
と
と
が
で
き
れ
ぱ
、
そ
れ
捻

た
し
か
に
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
じ

め
に
不
当
な
価
格
を
つ
け
て
市
価
を
い
つ
わ

り
、
三
割
引
ミ
五
割
引
き
と
い
っ
た
誇
大
な

く゛与

これからの商店
ノ^
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炭
ト

に
支
払
う
賃
金
(
月
一
回
払
い
の
賃
金
)

・
・
月
額
表

0
月
給
ま
た
は
時
間
給
で
計
算
し
、
支
払
う
賃

金
・
・
・
・
・
・
日
契

C
二
力
月
以
内
の
期
問
を
定
め
て
、
雇
い
入
れ

た
者
に
日
給
ま
た
は
時
問
給
評
算
し
、
支

払
う
賃
金
(
侮
日
支
払
う
も
の
は
も
ち
ろ

ん
、
月
一
回
に
ま
と
め
て
支
払
う
も
の
も
含

ま
れ
る
)
・
・
・
・
・
・
日
額
表

そ
と
で
長
期
に
わ
た
っ
て
雇
い
入
れ
た

ト
タ
イ
マ
ー
に
支
払
う
賃
金
が
一
力
河
ビ
と
に

支
払
わ
れ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
日
給
計
算
ま

た
は
時
問
給
計
算
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
る

と
き
で
も
、
刃
契
を
使
用
す
る
と
と
に
な

り
、
ま
た
毎
日
、
毎
日
そ
の
日
の
賃
金
表
を
支

払
う
場
合
や
、
五
日
分
と
か
七
日
分
と
か
の
賃

金
を
ま
と
め
て
支
払
う
場
合
に
は
日
額
表
を
使

用
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
十
日
ビ

と
に
賃
金
を
支
払
う
場
合
に
は
、
月
額
表
を
使

用
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
十
X
払
う
賃
金

は
、
一
日
中
フ
ル
翫
労
t
る
人
に
比
べ
賃
金

が
低
い
の
が
器
で
あ
り
税
額
表
を
通
用
し
た

場
合
に
税
額
が
零
と
な
る
事
例
が
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
男
ま
で
に
扶
養
親
族
等
が
な
い
場

合
の
所
得
税
の
か
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
の
ま

す
。

と
れ
に
は
主
た
る
給
与
が
あ
る
場
合
そ
の
支

払
額
に
た
い
し
て
最
低
7
%
の
税
率
に
ょ
る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
が
必
要
で
あ
る
か
ら
注
意
し

て
下
至
い
。

ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
関
t
る
社
会
保
険
等
の

具
休
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。①

源
泉
所
得
税

御
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
対
す
る
源
泉
微
収
の

取
扱
い
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
支
払
う
賃
金
や
給
与
に

対
t
る
所
得
税
の
系
徴
収
に
つ
い
て
留
意
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
点
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

<
税
額
の
計
算
方
法
>

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賃
金
に
対
す
る
税
額
も

一
般
場
合
と
同
様
で
、
す
べ
て
「
給
与
所
得
の

緊
徹
収
税
額
表
L
 
に
ょ
り
註
す
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
河
額
表
を
使
用
す
る
か
n
纐

表
を
使
用
す
る
か
使
用
区
分
は
そ
の
賃
金
の
支

払
張
等
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

0
二
力
月
を
と
え
て
一
雁
い
入
れ
た
者
に
日
ビ
と

A
、ノ

一
一

御
月
額
表
の
場
合
一
力
月
の
社
会
保
険
料
控

除
後
の
賃
金
が
二
六
、
四
九
九
円
以
下

同
日
額
表
の
場
合
、
一
日
の
社
会
保
険
料
控
除

後
の
賃
金
が
八
七
九
円
以
下

W
日
額
表
内
欄
の
場
合
一
日
の
社
会
保
険
料
控

除
後
の
賃
金
が
二
、
六
九
九
円
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賞
与
に
対
す
る
源

尿
徴
収
も
ま
っ
た
く
一
般
の
例
に
ょ
る
と
考
え

て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
額
表
丙
欄

適
用
者
に
賞
与
(
臨
時
的
な
稔
)
を
支
払
う

場
合
に
は
若
干
一
般
と
は
達
っ
た
取
扱
い
が
あ

る
か
ら
注
,
愆
し
て
下
さ
い
。

<
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
の
提

出
>

バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
場
合
で
も
他
に
主
た
る

栓
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
年
最
初
に

稔
の
支
払
い
を
受
け
る
日
の
前
ま
で
に
「
給

与
所
得
者
の
焚
控
除
等
申
'
邑
を
提
出
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
と
は
一
般
の
場
合
と
同

じ
で
あ
る
。
と
の
聖
尋
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
に
は
税
額
表
乙
樹
に
ょ
る
高
率
の
所
得
税
を

緊
徴
収
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
で

慧
し
て
下
さ
い
。

②
労
災
保
険
法

<
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
労
災
保
険
の
取
扱
い
>

1
労
災
保
険
の
適
用
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
。

契
俊
は
も
と
も
と
荏
者
の
霧
上
の

災
害
に
た
い
し
て
迅
速
、
公
正
に
災
生
吊
償
を

行
な
う
と
と
を
目
的
と
し
て
い
る
保
険
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
と
の
保
険
の
適
用
は
、
健
康
保

険
、
厚
生
年
金
保
険
、
災
襟
険
な
ど
と
ち
が

保
険
に
加
入
す
る
の
は
研
謡
上
の
事

、
、

し業
、
つ
ま
り
誕
主
が
適
用
対
象
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
と
と
が
「
事
業
適
用
」
と
呼
ば
れ
る

の
で
、
大
系
要
窪
味
を
も
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
こ
れ
は
被
災
者
が
労
穫
険
の
加
入
璽

の
司
者
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
こ

の
保
険
で
は
禽
給
付
を
す
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。こ

の
場
<
暴
屶
働
者
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
労

坐
凖
上
の
概
念
か
ら
常
用
、
朧
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
身
分
関
係
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
事
業

に
使
用
さ
れ
、
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ぎ
り
保
険
給
付
の
対
象
で
あ
る
。
し
だ
が

つ
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
、
労
災
保
険
で
は
業

務
上
の
災
害
を
破
っ
た
場
合
保
険
給
付
を
行

な
う
と
と
に
な
る
。

<
保
険
料
手
続
上
の
留
意
点
>

と
の
よ
う
に
、
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
対
象
と

な
る
か
ら
、
誕
主
は
保
険
料
の
算
出
納
入
に

つ
ぃ
て
当
然
、
バ
ー
ト
の
分
も
含
め
て
納
入
し

0
、ノ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

契
禽
の
保
雁
は
毎
年
四
打
一
日
か
ら

裡
午
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
闇
に
松
者

に
対
し
て
支
払
う
賃
系
額
E
 
定
の
保
雁

率
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
の

賃
鴛
額
の
う
ち
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
含
め

て
算
出
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
と
で
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
年
度
当
初
か

ら
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
な

い
が
、
年
末
、
年
始
の
よ
う
に
醜
時
、
突
発
的

に
雇
入
れ
る
と
い
う
場
合
に
は
年
度
末
の
確
定

保
険
料
(
概
算
保
雁
)
に
ょ
っ
て
精
算
t
る

と
い
う
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

<
保
険
給
付
で
の
留
意
点
>

ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
、
霧
上
の
馨
を
破

0
＼

つ
た
場
合
に
は
、
将
の
為
老
と
同
様
に
保

険
料
を
妥
け
る
と
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
労

災
保
険
の
保
険
給
付
の
う
ち
に
は
、
休
業
補
償

給
付
、
陣
害
補
償
給
付
な
ど
の
よ
う
に
給
付
基

礎
日
額
に
ょ
っ
て
給
付
額
が
決
め
ら
れ
る
と
い

う
給
付
の
種
類
が
あ
る
。
と
の
た
め
。
ハ
ー
ト
の

場
合
は
ど
ぅ
し
て
も
、
と
の
給
付
基
礎
日
額
が

低
額
と
な
る
と
と
が
生
じ
る
。
し
か
し
と
れ
は

給
付
基
礎
日
額
が
原
則
と
し
て
労
働
輩
法
第

十
二
条
の
平
均
賃
金
(
一
日
当
た
り
稼
働
賃

金
)
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
と
か
ら
現
在
で
は

や
む
を
得
な
い
と
と
で
あ
る
。

③
失
業
保
険
法

<
短
時
間
就
労
者
に
対
す
る
失
業
保
険
の
取
扱

い
に
つ
い
て
>

。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
失
漆
険
法
に
対
す
る

適
用
に
つ
い
て
は
何
ん
ら
規
定
し
て
い
な
い
た

め
、
昭
和
二
十
五
年
以
来
、
行
政
翌
の
定
め

る
基
準
(
注
)
に
し
た
が
っ
て
取
り
扱
っ
て
き

た
が
、
近
年
に
兆
け
る
労
働
市
場
の
変
化
と
労

働
老
の
特
性
の
変
化
、
同
基
準
の
抽
象
性
等
の

た
め
、
実
際
に
は
各
県
に
お
い
て
同
基
準
に
具

体
的
な
適
用
基
準
を
設
定
し
、
運
用
し
て
い

る
。<注

>
臨
時
内
職
的
に
雇
用
さ
れ
る
者

会
304

K
5

商
良

⑦L
出
E
出

T

下
6町冬

下
京ヒ市良奈

式
社
士本

株
会

ー
ノ
リ
ご
り

ナ
,
,
ノ

つ
^
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
は
、
失
業
保

険
被
保
険
者
と
し
な
い
。

0
そ
の
者
の
受
け
る
賃
金
を
も
っ
て
家
計
の
主

た
る
部
分
を
ま
か
な
わ
な
い
者
す
な
わ
ち
家

計
補
助
的
な
も
の

0
反
嘉
続
し
て
就
労
し
な
い
老
で
あ
っ
て
、

臨
時
内
職
的
に
就
労
す
る
に
過
ぎ
な
い
も

の
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
健
康
保
険
法

<
健
康
保
険
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
取

扱
い
>

健
覆
険
は
、
常
時
五
人
以
上
の
従
業
員
を

使
用
し
、
製
造
、
販
売
、
金
融
、
建
築
な
ど
法

定
の
種
類
の
誕
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
と
法

人
の
事
務
所
は
強
制
適
用
事
務
所
と
な
り
、
そ

と
に
使
用
さ
れ
る
岩
は
強
制
被
保
険
者
と
な

る
。
し
か
し
五
人
未
満
の
従
業
員
を
使
用
す
る

事
業
所
に
お
い
て
は
従
業
員
二
分
の
一
以
上
の

同
意
を
得
て
知
事
に
申
ぞ
、
認
可
を
妥
け
れ

ぱ
全
員
を
任
意
包
括
被
保
険
者
と
t
る
と
と
が

で
き
る
。

と
と
ろ
で
バ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
雇
用
形
態
は

複
雑
で
あ
っ
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
だ
か
ら
と
い

つ
て
一
律
に
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
な
る
か

な
ら
な
い
か
は
い
え
ず
、
個
々
の
雇
用
形
態
に

応
じ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
当
所
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
上
雇
用
の
し

方
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
の
例
な
ど
、
資
料
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ビ
利
用
下
さ
い
。

弌

ク
ク
グ
ク
ク

.
凡
、
多
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郡山②-0681
奈良圃-1527~8
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協
同
・
協
業
・
集
団
化
に
憲
欲
的
ノ
.

査

中
小
企
業
の
意
識
認
査
結
果
一
一
=

☆
:
・
当
所
で
は
怠
中
小
傘
施
策
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
中
小
粂
の
協
・
・
・
・
・

ネ:七

☆
・
・
・
:
・
同
化
・
協
業
化
・
集
団
化
等
に
つ
い
て
、
経
営
者
自
身
が
と
れ
を
ど
の
・
:

☆
・
・
・
:
・
・
:
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
そ
の
瓢
聖
を
進
め
て
い
た
・
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
¥

☆
:
・
・
:
・
・
・
・
・
・
が
そ
の
繁
を
ま
と
め
た
。
向
と
の
調
査
は
、
去
る
六
月
よ
り
七
月
に
:
・
・
・
・
・
・
・
早

・
・
互
っ
て
管
内
に
本
社
を
有
す
る
商
工
業
者
の
内
当
所
会
員
事
業
場
(
九
・
・
・
・
・
・
ギ

☆

・
五
六
社
)
よ
り
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
回
答
率
(
三
・
五
%
)
・
:
都

☆
・
・
・
・

と
れ
は
抵
と
ん
ど
の
中
小
企
業
が
何
ら
か
の

形
に
於
い
て
協
同
化
の
必
要
性
瓢
誥
し
て
い

る
表
わ
れ
で
あ
り
、
必
要
で
な
い
と
答
え
た
事

業
所
は
誕
の
性
格
上
協
同
化
が
困
難
な
為
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。

又
棚
同
化
す
べ
き
事
諾
つ
い
て
は
、
左
図

の
通
り
と
な
っ
て
居
り
当
面
中
小
余
の
直
面

し
て
い
る
問
題
の
解
決
策
を
協
同
の
力
で
行
な

浦
う
と
し
て
い
る
烹
が
表
れ
て
い
る
。

ノ
、
J

マ
協
同
化

中
小
企
業
の
協
同
化
に
つ
い
て
協
同
組
合
へ

の
加
入
状
況
を
見
る
と
、
全
体
で
は
、
四
八
.

一
死
の
事
業
場
が
何
等
か
の
協
同
組
合
に
加
入

し
て
い
る
。
こ
れ
を
欝
一
別
に
み
る
と

〕
製
墾

五
九
・
六
%

2
卸
璽

八

3
小
六
ル
業

三
七
・
0
%

4
そ
の
他

五
0
・
0
彫

製
造
関
係
の
加
入
率
が
高
い
の
は
個
々
の
企

業
歴
史
が
永
く
、
と
れ
は
過
去
の
景
気
変
他

耐
え
う
る
手
段
と
し
て
組
織
化
が
進
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
る
。

又
袈
別
で
は
三
0
人
1
四
九
人
の
肇
尓

所
が
。
ヒ
ー
ウ
を
示
し
(
六
六
・
七
%
)

休
質
的
に
も
熱
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
が

う
か
が
え
る
。

一
方
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
事
誘
の
協

同
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
必
要
で
あ
る
と
答
え

た
の
は
全
体
の
八
四
・
ニ
%
を
占
め
、
必
要
で
な

い
と
答
え
た
の
は
一
四
・
0
拓
譯
過
ぎ
な
い
。

と
な
っ
て
居
り
と
れ
ら
理
由
か
ら
も
ス
ー
バ
ー

等
大
販
店
に
対
処
す
る
方
針
は
専
岡
店
化
と
協

同
化
が
必
要
と
黒
識
が
強
い
。

るし
よ

イ
ー
団
識
妖
」

集
惣
全

ナ
し

ナ

五
、
ま
と
め

次
に
「
協
同
化
を
直
に
促
進
す
る
た
め
」
の

問
題
点
に
つ
い
て
み
る
と

1
会
員
相
互
関
係
や
団
結
力
の
弱
さ

四
一
・
七
%

2
政
府
や
県
の
指
導
、
助
成
が
弱
い

二
四
・
三
%

一
七
・
四
%

3
指
導
岩
が
い
な
い

4
璽
化
で
き
る
璽
の
分
野
が
少
い

一
五
・
三
%

と
な
っ
て
居
り
、
中
小
余
の
持
つ
宿
命
的
零

拓
が
集
団
化
の
窯
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ

は
当
面
の
流
通
部
門
に
お
け
る
卸
、
小
璽
の

直
面
し
て
い
る
現
状
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と

と
の
墾
の
結
果
か
ら
み
る
と
中
小
企
業
の

協
同
化
、
協
業
化
及
び
集
団
化
な
ど
個
々
に
み

る
と
多
少
の
差
迩
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
識
は

企
業
相
互
の
利
益
に
つ
な
が
る
協
同
へ
と
志
向

し
て
居
り
、
信
頼
の
も
と
で
組
織
化
を
図
っ
て

行
く
と
と
を
望
ん
で
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る

が
、
反
面
そ
の
具
体
化
と
逼
迫
感
に
欠
け
る
点

も
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
む
つ
か
し
さ
が
現
実
的

な
問
題
と
し
て
今
後
に
残
き
れ
た
課
題
で
は
な

か
ろ
う
か
。

T
イ弓共

同
購
入

共
同
福
利
厚
生し

こ

共
伺
販
一
一
r
/

金
融
事
業

共
同
受
註

共
同
生
産

そ
の 業

名

ニ
、
協
業
化

中
小
粂
の
協
同
化
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十

二
年
忙
制
度
化
さ
れ
た
関
係
上
「
協
業
組
合
制

度
」
の
知
名
度
か
ら
み
る
と

「
知
っ
て
い
る
」
と
す
る
も
の
は
、
三
件

(
一
九
・
一
%
)
名
称
を
知
っ
て
い
る
程
度
の

1づ

も
の
が
、
三
三
件
(
三
0
%
)
で
約
五
0
%
は

知
っ
て
い
る
と
な
っ
て
居
る
が
、
知
名
度
は
一

般
K
低
い
と
い
ぇ
よ
う
。
又
業
種
別
に
は
製
造

業
が
高
く
、
次
に
尖
業
、
そ
の
他
、
卸
売
業

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
協
同
化
す
る
に
つ
い
て
の
意
識
は
「
協

諾
合
制
度
」
が
創
殺
後
間
も
な
い
た
め
P
R

が
充
分
と
は
云
え
ず
、
知
っ
て
い
る
も
の
が
八

名
(
七
・
三
%
)
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

と
れ
と
は
別
に
棚
業
悲
識
を
み
る
と
、
よ

い
相
手
さ
え
あ
れ
ぱ
是
非
し
た
い
三
九
名

9
豆
・
五
%
)
を
示
し
、
約
立
強
が
何
ら
か

の
形
で
協
業
を
志
向
し
て
い
る
と
と
が
判
る
、

反
面
竿
弱
が
そ
の
意
祭
な
い
と
答
え
て
い

る
と
と
は
い
か
に
協
業
化
に
踏
み
切
る
と
と
が

む
つ
か
し
い
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

又
業
種
別
で
は
何
れ
の
鞭
に
於
い
て
も
稙

極
性
と
消
極
性
の
両
端
を
示
し
、
企
業
規
模
別

で
は
従
業
員
W
1
粉
人
の
規
模
に
最
も
協
業

化
へ
の
意
察
高
く
と
の
規
模
を
境
に
中
堅
企

業
及
び
小
余
に
な
る
程
い
傾
向
か
見
ら
れ

る
。
又
戦
後
派
企
業
に
意
漂
高
い
の
も
特
徴

で
あ
る
。

/
}
{
ー
ー
ー
{
》
{
ー
ー
ー
ー
、
}
ー
ー

数一
一
七

二
五

一
三

三
二

一

ヒイ

%

世
界
共
通
の
課
題
を
語
り
合
う
場

0
テ
ー
マ
人
類
の
進
歩
と
調
和

よ
り
ゆ
た
か
な
生
命
の
充
実
を

12
 
よ
り
み
の
り
多
い
自
然
の
利
用
を

3
 
よ
り
好
ま
し
い
生
活
の
設
計
を

4
 
よ
り
深
い
相
互
の
理
解
を

一
九
・
丑
%

細
性
・
不
統
合
性
を
示
す
反
面
、
国
や
県
の
商

工
行
政
の
P
R
が
露
ま
で
没
透
し
て
い
な
い

一
面
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
キ
、
?

五
%

わ
か
ら
な
い

知

一

'
●
'
 
8
ι

え
非
さ
足

手
{

相
れ島

い

]
全
然
知
島
む
い

2
 
名
称
を
知
っ
て
ぃ
る

倒
.
ー
タ

よ

3
 
内
客
け
知
0
 
て
い
る

4
 
知
0
 
て
い
ろ

三
、
集
団
化

工
場
団
地
の
造
成
な
ど
中
小
余
の
集
団
化

が
き
か
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
と
で
集
団

化
に
対
す
る
余
者
の
意
勢
み
る
と
全
体
で

は
「
是
非
集
団
化
す
べ
き
だ
」
「
将
来
は
必

要
」
と
す
る
も
の
が
七
三
・
二
影
L
占
め
集
団

化
を
肖
定
す
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
と
れ

は
公
害
防
止
、
規
松
大
に
ょ
る
土
地
不
足
な

ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
更
に
は
生
産
性

の
向
上
、
労
働
対
策
を
考
え
た
結
果
に
ょ
る
も

、6

、

の
と
判
断
さ
れ
る
。
業
団
地
高
が
進
め
ば

一
届
そ
の
意
繋
強
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

乳

/ヘ片

思
は
れ
、
国
の
施
策
の
中
に
冬
れ
る
よ
う
K

何
ら
か
9
方
法
に
お
い
て
協
同
化
す
ぺ
き
で
あ

る
と
云
う
意
洪
高
い
、

又
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

ー
ス
ー
バ
ー
等
大
型
店
に
対
抗
の
た
め

(
四
五
%
)

2
商
店
経
営
合
理
化
、
近
代
化
の
た
め

(
四
0
%
)

と
れ
ら
の
理
由
か
ら
見
て
も
流
通
部
門
の
競

争
の
激
化
が
推
測
さ
会
剣
に
こ
れ
が
対
策
を

考
え
て
い
る
と
と
か
う
か
が
わ
れ
る
。

又
、
今
後
商
店
の
進
む
道
に
つ
ぃ
て
は

五
一
・
五
%

①
専
門
店
化

二
四
・
三
%

②
協
同
協
業
化

ニ
・
一
先

⑧
大
型
化

ニ
・
一
グ
0

④
セ
ル
フ
化

】

万
国
博
と
は
ー
ー
ー

四
、
卸
、
小
売
業
に
於
け
る
寄
合
百
貨
店
、
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
チ
エ
ン
化

卸
店
小
書
が
寄
合
百
貨
店
、
ポ
ラ
チ
ン
化

等
の
集
団
化
を
は
か
る
に
つ
い
て
は
、
約
八
0

図3 協業化の意轟

別にし
とは恕,カ
26.9

図5 寄合百貨店、
ポケチン化への意織
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言

も
う
大
分
前
の
と
と
、
朝
、
テ
レ
ビ
の
「
今

日
は
奥
さ
ん
」
と
い
う
番
組
の
ス
ィ
ッ
チ
を
あ

け
た
ら
、
母
親
と
娘
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
世
代
の

違
い
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
あ
っ
て
い
る
と

と
ろ
だ
っ
た
。

高
校
か
、
大
学
ぐ
ら
い
の
若
い
娘
さ
ん
が
勇

し
く
自
己
主
張
し
て
い
る
の
を
き
い
て
い
る
う

ち
に
、
「
親
が
私
た
ち
を
飼
育
し
て
い
て
」
と

い
う
言
葉
が
出
て
来
て
、
私
は
仰
天
し
た
。
於

や
お
や
、
い
よ
い
よ
人
間
の
子
供
も
猫
や
犬
と

一
緒
に
な
っ
だ
の
か
な
と
、
思
っ
て
い
る
と
、

そ
れ
に
対
し
て
答
え
を
出
し
て
い
る
お
母
さ
ん

の
一
人
も
、
平
然
と
し
て
、

「
私
ど
も
が
子
供
を
飼
育
し
て
ま
い
り
ま
し

て
:
:
:
」

と
言
っ
て
い
る
の
に
二
度
び
っ
く
り
し
た
。

そ
と
に
居
並
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
と
娘
き

ん
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
言
葉
は
一
向
不
思
議

な
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
、
誰
れ
の
顔
に
も
苦

笑
ら
し
い
影
は
浮
ん
で
い
な
か
っ
た
。
尤
も
そ

の
時
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
】
に
は
扇
谷
正
造
さ
ん
な

ど
も
座
っ
て
い
ら
れ
た
筈
だ
が
、
そ
の
時
の
扇

谷
さ
ん
の
顔
は
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
な
か
っ

だ
。
恐
ら
く
、
私
同
様
、
呆
れ
て
い
ら
れ
た

か
、
そ
れ
と
も
、
私
よ
り
も
っ
と
先
き
に
と
ぅ

い
う
言
葉
の
使
い
方
に
は
呆
れ
つ
け
て
平
気
に

想随

ノ/
ι

な
っ
て
い
ら
れ
た
か
扇
谷
さ
ん
の
心
境
に
つ
い

て
は
知
ら
な
い
。

兎
も
角
、
最
近
飼
育
と
い
う
言
葉
を
ア
イ
ロ

ニ
カ
ル
に
使
っ
た
の
は
大
江
健
三
郎
さ
ん
の
小

説
の
題
が
は
じ
め
で
、
そ
の
後
、
婦
人
雑
発

ど
で
、
冗
談
半
分
匹
男
性
飼
育
な
ど
と
言
い
た

て
て
女
の
気
を
そ
そ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
と

の
言
葉
が
、
普
通
の
用
語
で
な
い
と
と
ぐ
ら
い

は
子
供
で
な
け
れ
ぱ
知
っ
て
い
る
筈
だ
と
私
な

ど
は
思
っ
て
い
た
の
だ
か
、
あ
の
テ
レ
ビ
を
見

て
以
来
、
「
育
て
る
」
と
い
う
日
本
語
の
代
用

に
飼
育
と
い
う
言
葉
が
六
真
面
目
に
使
わ
れ
て

い
る
の
を
知
っ
て
、
「
飼
う
」
と
い
う
字
は
動

物
に
用
い
る
と
と
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
と
の
頃
の
親
子
関
係
で

は
鳥
獣
の
親
が
仔
を
育
て
る
よ
う
な
愛
へ
自

然
に
人
問
の
社
会
も
帰
っ
て
行
き
つ
つ
ぁ
る
の

か
と
迷
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

一

の
住
む
土
地
と
遠
く
隔
っ
た
地
方
を
も
馴
染
み

易
く
し
て
い
る
た
め
も
あ
る
。

と
の
頃
の
テ
レ
ビ
な
ど
見
て
い
る
と
、
六
阪

弁
、
京
都
弁
の
ド
ラ
マ
の
い
か
に
汎
澁
し
て
い

る
の
か
に
、
驚
か
さ
れ
る
し
、
昔
だ
っ
た
ら
ま

る
で
耳
な
れ
な
か
っ
た
九
州
地
方
の
方
言
な
ど

も
、
そ
れ
を
使
う
と
と
に
ょ
っ
て
、
か
え
っ
て

雰
囲
気
の
出
る
よ
う
な
場
合
も
多
い
の
で
あ

る
。

畏
の
方
言
も
、
随
分
聞
き
苦
し
い
音
の
も

の
は
あ
る
が
、
と
の
頃
、
き
か
ん
に
流
れ
と
ん

で
来
て
い
る
六
阪
あ
た
り
の
方
吾
に
も
、
纓

一
憂
は
少
く
な
い
。
厭
な
下
品
な
粋
き
で
は
あ

る
が
、
感
じ
は
更
に
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
の

で
、
自
然
涜
行
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
「
ど
ま
ん
中
」
だ
の
「
ど
根
性
」
だ
と
「

え
げ
つ
な
い
」
な
ど
と
い
う
墓
の
感
じ
は
、

束
京
に
も
似
た
よ
う
な
、
の
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
現
代
の
泥
ま
み
れ
な
時
代
に
と
れ
抵
ど
そ

の
も
の
ず
ぱ
り
の
強
い
感
じ
捻
出
な
い
の
で
あ

る
。

1、
宅
'
丁

汎
濫
す
る
方
言

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
普
及
が
標
壽
を
地
方

へ
普
及
化
す
る
の
と
一
緒
に
、
方
言
を
、
一
般

の
耳
に
入
り
易
く
し
て
い
る
と
と
も
碧
し
い
変

化
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
そ
れ
に
は
電
波

だ
け
で
は
な
く
て
直
接
交
通
の
便
利
に
な
っ
た

と
と
が
、
多
く
の
人
を
楽
に
旅
行
さ
せ
、
自
分

に
は
耳
新
し
か
っ
た
。
い
づ
れ
法
律
専
問
家
が

寄
り
あ
っ
て
考
え
出
し
た
名
称
な
の
だ
ろ
う
か

ら
、
代
理
と
は
述
う
意
味
が
あ
る
に
決
っ
て
い

る
が
、
第
三
者
か
ら
見
て
い
る
と
、
昔
、
私
た

ち
の
若
い
頃
に
は
左
翼
の
闇
士
と
言
っ
た
の
が

今
で
は
活
動
家
と
い
う
名
と
変
っ
て
い
る
程
度

の
変
化
に
思
わ
れ
な
い
で
も
な
い

ゲ
バ
ル
ド
な
ど
と
い
う
一
言
葉
も
は
じ
め
は
独

逸
語
ら
し
い
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
た
の
が
、
だ

ん
だ
ん
集
団
活
象
大
規
荏
な
っ
て
来
る
に

従
っ
て
、
社
会
全
般
に
も
と
の
学
生
用
票
ひ

ろ
が
っ
て
行
っ
て
、
「
ゲ
バ
」
と
か
「
内
ゲ
バ

」
と
か
「
ゲ
バ
る
」
な
ど
と
い
う
動
詞
ま
で
出

て
来
て
い
る
。
現
在
、
ゲ
バ
と
い
う
言
葉
を
知

ら
な
い
日
本
人
は
少
い
の
で
は
か
い
か
と
思
わ

れ
る
捻
ど
だ
。
時
の
勢
と
い
う
も
の
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

戦
前
の
、
左
翼
運
動
鼠
争
が
強
ま
る
に
従

つ
て
、
徹
底
的
に
組
織
を
潰
滅
さ
せ
て
行
っ
た

か
ら
、
デ
モ
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
戦
時
中
を

通
し
て
日
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ

け
だ
。
い
や
、
論
事
変
以
前
の
日
本
で
も
、

集
団
的
な
デ
モ
は
見
ら
れ
な
い
と
一
言
っ
て
ょ
か

ナデ
モ
の
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
戦
後
で
あ

る
。
そ
う
し
て
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
以
上
に

学
生
運
動
が
集
団
デ
モ
の
形
式
を
と
っ
て
、
大

、

42

大
学
紛
争
も
語
を
生
む

と
の
頃
の
大
学
紛
争
も
色
々
新
し
い
一
憂
を

私
に
教
え
て
く
れ
だ
。

第
一
に
、
東
大
で
使
い
は
じ
め
た
総
長
代
行

の
い
う
言
葉
も
今
と
そ
全
国
に
波
及
し
て
、
珍

し
く
な
く
な
っ
た
が
、
は
じ
め
て
使
わ
れ
た
時

、
0
゛
ー

学
と
い
う
明
治
以
来
の
日
本
の
組
織
の
内
の
強

固
な
一
つ
の
部
分
を
、
兎
も
角
も
揺
り
動
か
し

変
形
さ
せ
つ
つ
ぁ
る
と
い
う
の
は
、
興
味
の
あ

る
一
っ
の
事
実
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
て
叉
、

そ
れ
が
日
本
だ
け
で
な
く
国
際
的
に
も
個
々
の

意
味
を
持
つ
動
き
で
あ
る
と
と
も
二
十
世
紀
の

後
半
紀
の
一
つ
の
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
い
四
・
五
日
前
に
も
、
東
京
の
町
で
道
路

の
舗
装
を
へ
ル
メ
ッ
ト
の
人
た
ち
が
は
が
し
て

い
る
の
を
み
て
、
同
行
者
が
「
お
や
又
デ
モ
か

し
ら
」
と
い
っ
た
ら
、
道
路
工
事
の
た
め
で
あ

つ
た
と
い
う
話
を
き
い
た
。
笑
い
話
の
よ
う
で

笑
え
な
い
話
で
あ
る
。

筆
者
略
歴
故
帝
国
学
士
院
会
員
、
東
京

帝
国
大
学
文
学
部
長
丈
学
博
士
上
田
万
年

次
女
、
昭
和
三
年
「
女
人
芸
術
」
に
発
表
の

戯
曲
「
晩
春
騒
夜
」
が
築
地
小
劇
場
に
上

演
、
昭
和
二
十
九
年
「
ひ
も
じ
い
月
日
」
に

よ
り
女
流
文
学
基
賞
、
昭
和
三
十
二
年

「
女
坂
」
に
ょ
り
野
問
文
芸
賞
受
賞
、
昭
和

四
十
一
年
「
な
ま
み
と
物
語
」
に
ょ
り
第
五

回
女
流
文
学
賞
受
賞
。

国
立
劇
場
器
、
日
本
文
芸
家
協
会
理

事
、
女
流
文
学
者
会
会
長
、
日
本
ぺ
ン
・
ク

ラ
プ
会
員
、
演
劇
家
協
会
会
長
。

^'
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【
問
】
従
業
員
に
対
す
る
退
職
金
の
共
済
制
度
の

ほ
か
、
私
た
ち
事
業
主
に
対
す
る
退
職
金
制
度

が
出
来
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し

を
こ
教
示
下
さ
い
。

交
昆
国
は
中
小
企
業
対
策
の
一
環
と
し
て
、
特

に
小
規
枝
余
に
お
い
て
、
一
般
的
経
営
の
基

礎
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
不
安
を
多

小
ノ
な
り
と
も
や
わ
ら
げ
る
と
と
と
、
最
悪
の
場

合
に
も
取
り
あ
え
ナ
の
生
活
の
基
礎
を
確
保
す

る
ね
ら
い
か
ら
、
事
業
主
の
皆
様
(
法
人
の
場

合
は
役
員
を
含
む
)
を
対
象
に
し
た
「
小
袈

企
業
共
済
制
度
」
を
作
り
ま
し
た
が
、
当
所
で

も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

同
鯉
は
誕
運
営
費
が
国
の
補
助
金
で
ま

、

企

か
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
運
用
利
益
は
全
て
加

11

入
者
に
還
元
さ
れ
る
抵
か
、
支
払
う
べ
き
共
済

.

■
■
邑
冒
:
.
■
.■●
●
●

0
 
゛
゛
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.

金
額
は
法
律
で
定
め
ら
れ
、
し
か
も
共
済
金
額

.
'
:
'
●
■
●

〆

の
適
否
は
物
価
に
見
合
わ
せ
て
五
年
E
回
検

討
す
る
と
と
が
法
律
で
き
め
ら
れ
て
い
る
と
と

や
掛
金
の
全
額
が
所
得
控
除
さ
れ
る
な
ど
加
入

老
に
は
非
常
に
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
船
り
ま

t
。掛

金
峡
且
額
一
口
五
百
円
で
、
最
高
十
口

五
千
円
ま
で
五
百
円
刻
み
で
m
種
類
あ
り
ま

す
。
口
数
は
ビ
冑
分
の
負
担
能
力
や
将
来
の
共

済
金
額
な
ど
を
忍
し
て
ご
自
由
K
選
択
で
き

ま
す
。
共
済
金
の
支
払
い
は
、
事
誓
廃
止
が

あ
っ
た
と
き
や
、
法
人
の
場
合
は
そ
の
解
散
が

あ
っ
た
と
き
ま
た
は
死
亡
の
場
合
と
、
そ
の
ほ

か
六
十
五
才
以
上
で
掛
金
払
込
年
数
が
即
年
以

ら
、
た
と
え
主
た
る
債
務
者
の
同
意
を
得
ず
し

上
の
方
が
請
求
し
た
と
き
の
ふ
た
通
り
が
あ
り

て
保
一
イ
務
を
免
除
し
た
と
し
て
、
、
と
れ
に

ま
す
。一

例
を
あ
げ
ま
す
と
、
か
り
に
毎
児
十
口
五

千
円
を
即
年
掛
け
続
け
る
と
掛
金
合
計
は
百
二

十
万
円
で
ナ
が
と
の
場
合
に
支
払
わ
れ
る
共
済

金
は
二
百
十
六
万
九
千
百
円
で
す
。

と
の
た
め
、
と
の
制
度
は
む
し
ろ
国
の
信
用

を
背
景
と
し
て
不
時
に
備
え
る
瓢
な
貯
蓄
、

瓢
の
手
段
と
し
て
お
奨
め
す
る
も
の
で
t
。

【
問
〕
私
は
A
・
B
・
C
の
三
人
を
知
人
の
連
帯

保
証
人
に
し
て
、
知
人
に
百
五
十
万
円
を
貸
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
般
都
合
に
ょ
り
A
の

連
帯
保
証
を
全
部
ぬ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が

ど
ん
な
点
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

よ
っ
て
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
有

す
る
債
権
に
は
何
の
張
U
、
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ご
質
問
の
よ
う
に
他
に
連
帯
保
堤

人
が
あ
っ
た
り
担
保
提
供
者
が
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ら
の
老
の
う
あ
一
人
、
ま
だ
は
数
人
に
対

し
て
保
証
債
務
等
の
免
除
を
行
な
う
と
、
債
権

者
が
他
の
保
証
人
等
に
対
t
る
権
利
に
変
化
を

生
ず
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ニ
、
す
な
わ
ち
、
保
証
人
・
担
保
提
供
者
等

が
債
務
の
弁
済
を
す
る
K
当
っ
て
は
、
(
民
法

第
五
0
四
条
)
の
で
あ
り
ま
t
。
本
条
に
い
う

「
担
保
」
の
な
か
に
は
連
帯
保
証
人
の
よ
う
な

人
的
担
保
、
含
ま
れ
、
債
権
者
が
保
証
債
務
を

【
依
品
一
、
保
証
を
ぬ
く
と
い
う
と
と
は
、
保
証

債
務
を
免
除
す
る
と
と
で
あ
っ
て
、
債
務
老
が

保
証
人
に
対
し
て
保
希
務
を
消
滅
さ
せ
る
意

思
表
示
を
し
て
、
そ
の
保
張
務
を
消
滅
さ
ー

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
主
た
る
債
務
者
の
意
思

を
問
わ
十
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
一
方

的
な
意
思
表
示
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
、
黙
示
的
で

も
、
条
件
つ
き
で
、
、
ま
た
、
そ
の
一
部
を
免

除
す
る
と
と
も
で
き
格
別
の
方
式
を
要
し
ま
せ

ん
。
保
証
債
務
は
主
た
る
偵
務
に
従
属
し
、
と

れ
を
担
保
す
る
債
務
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
か

沖
.
'
瓢

つ
だ
と
き
は
、
そ
の
越
え
る
部
分
に
つ
き
債
権

者
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
と
と
を
規
定
し
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
ビ
質
問
の
場
貪
連
帯
保
証
人
が
三
人

い
る
の
で
内
部
関
係
に
船
い
て
各
保
証
人
の
負

担
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
で
あ
り
ま
す

が
、
債
権
者
が
A
に
対
し
て
全
額
保
証
債
務
を

免
除
し
た
の
で
す
か
ら
他
の
述
帯
保
証
人
B
.

C
は
そ
れ
ぞ
れ
A
の
負
担
部
分
(
五
十
万
円
)

を
除
く
百
万
円
に
つ
い
て
の
み
保
証
償
務
を
負

担
す
る
と
と
と
な
り
ま
す
。
(
主
た
る
債
務
は

依
然
と
し
て
百
五
十
万
円
で
す
)

四
、
と
の
理
は
保
証
債
務
の
一
部
免
除
の
場

合
に
も
該
当
し
、
全
部
免
除
が
あ
っ
た
場
合
の

比
例
計
算
に
ょ
り
、
例
え
ぱ
、
債
権
者
が
A
に

対
し
三
十
万
円
の
保
証
債
務
を
免
除
し
た
場
合

A
の
負
担
部
分
三
分
の
一
の
割
合
に
ょ
る
金
額

に
該
当
す
る
十
万
円
の
み
義
務
を
免
れ
B
・
C

は
百
四
十
万
円
の
保
証
債
務
を
負
担
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

五
、
と
の
よ
う
に
、
保
蓄
務
の
免
除
は
、

他
の
保
証
人
に
対
t
る
偵
務
を
も
滅
失
さ
せ
る

と
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
係
老
は
十
分
注
意

し
、
慎
語
処
一
直
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
の
よ
う
な
結
果
を
さ
け
る
た
め
に
は
、
免

除
を
う
け
な
い
保
証
人
か
ら
『
債
権
者
が
他
の

経
人
に
対
し
保
証
霧
の
免
除
を
し
て
も
、

免
除
を
受
け
な
い
保
証
人
に
お
い
て
保
将
務

全
額
の
支
払
義
務
が
あ
る
」
旨
、
ま
た
は
「
民

法
第
五
0
四
条
に
定
め
る
免
除
の
利
益
を
主
張

し
な
い
」
の
旨
の
承
諾
を
と
っ
て
船
く
べ
き
で

し
ょ
う
。

央
火
斤

山
二
調
一
f

お
し
ら
せ

係
で
は
主
た
る
債
務
全
額
の
支
払
義
務
が
あ
る

が
、
保
証
人
相
互
の
内
部
関
係
で
竺
般
に
頭

数
に
応
じ
た
だ
け
の
偵
務
(
と
れ
を
負
担
部
分

と
い
い
ま
す
)
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。従

っ
て
、
債
権
者
が
あ
る
保
証
人
に
対
し
全

額
釜
債
務
を
免
除
す
る
と
、
免
除
さ
れ
な
い

他
の
保
証
人
は
内
部
的
雪
初
予
定
さ
れ
た
負

担
部
分
以
上
の
義
務
を
負
う
と
と
と
な
り
、
保

証
を
し
た
当
時
の
期
待
化
反
す
る
結
果
と
な
り

ま
す
の
で
、
債
権
者
9
方
的
憙
表
示
に
ょ

つ
て
な
さ
れ
だ
免
除
に
ょ
っ
て
当
初
の
負
担
部

分
を
越
え
、
負
担
部
分
が
増
詩
す
る
と
と
と
な

免
除
す
る
場
合
も
と

れ
に
該
当
す
る
と
と

に
な
り
ま
す
。

連
帯
保
証
人
等
は

債
権
岩
に
対
す
る
関

産
業
安
全
衛
生
施
設
等
特
別
融
資
に
つ
い
て奈

良
労
働
基
準
局

と
の
融
資
制
度
は
、
機
械
の
安
全
装
置
、
保
豊
、
測
定
邪
具
、
換
気
装
零
屶
働
者
の
安

全
と
健
穫
持
の
た
め
に
必
要
な
張
の
整
他
必
要
な
資
金
を
長
期
か
つ
低
利
の
条
件
で
お

貸
し
し
て
、
皆
さ
ん
の
ビ
便
宜
を
図
り
、
労
働
災
害
の
防
止
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
制
度
で

す
。

/
 
J
 
1

.
申
込
み
先

0
中
小
余
金
融
公
庫
・
・
ー
・
大
阪
支
店
、
代
理
店
(
各
会
社
機
関
)

0
国
民
金
融
八
命
・
・
・
・
・
奈
良
支
所

●
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
方

資
本
の
額
若
し
く
は
出
資
の
輪
が
五
千
万
円
以
下
の
会
社
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業

者
の
数
が
三
百
人
以
下
の
会
社
及
び
個
人
で
あ
っ
て
、
次
の
業
N
該
当
す
る
方
で
す
。

山
製
泰
②
荏
業
③
貨
物
運
黍
④
乱
業

⑤
貨
物
運
送
取
扱
業
⑥
士
石
採
緊

●
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
施
設

別
表
に
掲
げ
た
も
の
で
す
。

率

.
和

貸
付
実
行
後
三
年
問
年
六
分
五
厘
三
年
を
こ
え
る
期
問
年
七
分

●
償
還
期
限

七
年
以
内
で
す
。
(
据
弼
闇
一
年
以
内
)

.
融
資
限
度

中
小
企
業
金
融
公
成
扱
い
の
も
の
は
こ
の
登
だ
け
で
一
千
万
円
以
内

国
民
金
融
徐
扱
い
の
も
の
は
、
他
の
登
額
と
併
せ
て
六
百
万
円
以
内

0
労
働
基
準
監
督
署
長
の
証
明

借
入
れ
申
込
み
の
際
に
施
設
の
詮
の
必
要
性
に
つ
き
街
基
準
監
督
署
長
の
証
明
が

必
要
で
す
。

活
線
作
業
用
具
の
絶
縁
性
能
検
査
詩

1栓
有
害
ガ
ス
局
所
排
出
処
理
誇

3
 
紛
じ
ん
局
所
排
出
処
理
装
置

④
可
搬
式
換
気
釜

⑤
再
圧
タ
ン
ク

●
減
税
の
取
扱
を
う
け
る
手
続

所
得
税
.
法
人
税
・
・
・
・
・
・
中
問
申
告
叟
は
確
定
申
告
欝
減
税
対
象
の
器
で
あ
る
旨
を

記
載
し
、
合
理
化
機
械
等
特
別
償
却
の
範
囲
額
の
弥
に
関
す
る

明
細
欝
添
付
し
て
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
・
・
・
・
・
償
却
資
産
申
告
彬
右
記
で
あ
る
旨
を
器
し
、
市
町
村
(
税
務

担
当
課
)
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

奈
良
労
働
基
準
局

.
減
税
の
内
容

所
得
税
・
法
人
税
・
・
・
・
,
・
趣
し
た
年
の
称
の
計
上
償
却
費
と
し
て
必
要
と
し
て
必
要
経

費
に
算
入
す
る
額
(
璽
年
度
に
浦
け
る
法
人
税
法
上
の
償
却
範

囲
額
)
は
、
益
の
償
却
額
と
取
得
価
額
の
三
分
の
一
と
の
合
創

額
の
範
囲
内
で
行
な
え
ま
す
。

固
定
資
産
税
'
・
・
・
・
・
新
設
し
た
当
初
三
年
問
の
固
定
資
覇
は
'
通
の
場
合
の
二
分

の
一
擇
な
り
ま
す
。

62

,
メ
 
J
 
、
J

ヅ

産
業
安
全
衛
生
設
備
に
対
す
る
減
税
の
お
知
ら
せ

72

一一一
一
璽
主
の
皆
さ
ん
が
、
労
働
者
の
安
念
保
と
健
襟
持
の
た
め
に
、
有
害
ガ
ス
や
粉
じ

ん
の
局
所
排
出
装
置
等
を
誕
し
た
場
合
に
、
所
得
税
又
は
法
人
税
に
つ
ぃ
て
特
別
の
償
却

を
腎
る
と
と
も
に
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
三
年
問
の
減
税
を
し
て
、
皆
さ
ん
の
税
金
の
税

金
の
ビ
負
担
を
軽
減
し
、
儲
災
害
の
防
止
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

●
減
税
の
対
象
に
な
る
設
備

ー・愽翻ゞ
'

ν

相業
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■
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国
民
金
融
公
庫
の
年
末
融
資

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
左
記
の
貸
出
条

件
で
、
小
規
模
璽
者
に
対
t
る
事
釜

金
の
融
資
を
取
扱
っ
て
船
り
ま
す
が
、
年

末
に
資
金
を
必
要
と
す
る
方
は
、
お
そ
く

と
も
十
一
月
十
日
ま
で
に
申
込
み
す
る
よ

う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
長
期

資
金
を
利
用
中
の
方
で
も
、
短
朔
の
運
転

資
金
を
重
複
し
て
借
入
れ
す
る
と
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
公
庫
奈
良
支
店
(
奈
良

市
内
侠
町
五
一
の
一
電
話
二
三
1
八
0

四
一
)
窓
口
(
叉
は
奈
良
商
工
会
議
所
業

務
器
六
0
七
五
に
ビ
相
談
く
だ
さ
い
。

記

貸
付
対
象
資
本
金
一
千
万
円
以
下
の
法

人
及
び
個
人
で
従
業
最
が

百
五
十
人
以
下
(
商
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
の
場
合
は
五
十
人

以
下
)
の
企
業

貸
付
金
額
五
百
万
円
ま
で
(
重
複
貸
付

の
場
合
は
貸
付
残
高
の
合
計

額
が
五
百
万
円
以
下
)

息
年
利
八
分
二
厘

利貸
付
朔
問
希
資
金
七
年
以
内

器
資
金
五
年

(
但
し
、
短
期
運
転
資
金
は

一
年
以
内
)

返
済
方
法
原
則
と
し
て
月
賦
返
済

保
証
人
一
名
以
上

担
保
三
百
万
円
を
と
え
る
場
合
は

原
則
と
し
て
盃
産
も
し
く

は
有
価
証
券
の
担
保
が
必
要

で
す
。

隱
§
＼
＼
＼
、
§
、
§
§
§
§
＼
＼
§
§
§
、
＼
、
、
、
§
§
、
、
＼
§
§
§
＼
＼
＼
、

記

0
男
子
の
部

生
産
管
理

一
般
事
務

運
転
手

板
金
工

整
備
工

用
務
員

当
所
で
は
、
現
下
の
求
人
事
情
に
か
ん
が
み

奈
良
公
共
整
安
定
所
で
ご
協
賛
を
得
て
中
高

年
の
轟
者
の
内
、
管
理
職
及
び
専
岡
器
業

者
、
技
術
老
の
姪
用
促
進
を
は
か
る
人
材
開
発

の
た
め
の
コ
】
ナ
ー
を
朋
催
し
て
参
り
ま
し
た

が
十
月
二
十
日
現
在
の
求
職
老
は
次
の
通
り
で

'

ー
ー
冒
'
'
ー

'

,
一
一
入
材
開
発
コ
ー
ナ
ー

(
N
月
部
日
現
在
)

0
女
子
の
部

2
 
工
場
単
労

2
 
経
理
事
務

1
 
蚤
工

一
般
事
務

11
 
店
員

洋
裁

1

ー
}
ー
ー
{
x
 
d

-
ー
、
§
力
.
、
、

経
営
改
善
の
パ
ト
ロ
ー
ル

す
の
で
ビ
通
知
致
し
ま
す
。

伺
、
本
コ
ー
ナ
ー
は
安
定
所
よ
り
提
供
を
受

け
た
求
職
者
り
ス
ト
を
常
に
備
え
つ
け
3
回

(
W
e
、
即
日
、
釘
日
)
更
嚢
し
て
居
り
ま

す
の
で
、
ビ
希
望
の
向
き
は
左
記
一
覧
表
を
ご

覧
の
上
ビ
来
所
下
さ
い
。

◆
売
り
希
望

六
阪
日
本
特
企
脚

防
水
剤

鹿
児
島
井
口
昭
男

司
で
艮

業
務
用
食
器

富
山
富
山
商
工
会
議
所

日
本
聾
者
教
育
協
会

風
呂
用
器
具
大
阪

縫
取
器
額
八
日
市
八
日
市
商
工
会
議
所

ア
ル
ミ
室
内
装
飾
品

東
京
北
陸
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
鮒

進
物
贈
答
用
品
松
山
大
泉
株
式
会
社

記
念
品
、
階
答
品
藤
江
藤
江
商
工
会
議
所

@
買
い
希
望

工
芸
品

絵
ハ
ガ
キ

繊
維刀

彫
ン
ヨ
ヒ
ン
グ
バ

、

レ
デ
ィ
ハ
ッ
ク

竹
器

茶
豊

工
芸
品
、

中
グ
リ
盤
工

管
理
職

集
金

営
業

印
劉
版
工

製
針
工

大
工

,
づ

ー
'
'
」
,

冒
冒
冒
」
,
冒
,
冒
1
」
冒
冒
」
冒
 
1
1
鳳
冒
冒
冒
冒
冒
冒
」
冒
,
1
冒
1
1
冒
1
1
冒
冒
冒
冒
,
 
T

当
所
の
巡
回
ス
ラ
イ
ド

及
ぴ
テ
ー
プ
名
こ
案
内

一
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

取

1

」
」
,
,
'
冒
1

1

11

工
場
単
労

石
護
婦

掃
除
人

薬
剤
師

包
装
工

需
交
換
手

1

1
1

.
"

当
所
で
は
会
員
事
業
所
の
方
々
に
新
し
い
経
営
感
覚
を
正
し
く
身
に
つ
け
て
載
く
た
め
左
記
の
ス

ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
及
テ
ー
プ
を
準
備
致
し
て
お
り
ま
t
の
で
せ
い
ぜ
い
ビ
利
用
下
さ
い
。

◎
お
申
込
み
は
当
所
業
務
課
へ
雷
話
囲
六
0
七
五
代

若
い
芽
を
育
て
ょ
う
。

42

み
ん
な
で
街
づ
く
り
。

52船
商
店
の
労
務
管
理
(
上
)

(
下
)

ノと
れ
か
ら
の
商
店
主
婦
。

8

お
客
さ
ま
の
買
物
心
理
。

店
員
の
一
日
(
上
)

(
下
)

ノ貴
方
に
も
出
来
る
店
舗
の
診
断

安
心
を
積
立
て
る
。

と
れ
か
ら
の
商
工
青
年
。

上
手
な
仕
入
、
下
手
な
仕
入
。

⑧
工
場
経
営
シ
リ
ー
ズ

ー
カ
ギ
は
貴
方
が
握
っ
て
い
る
。

2
 
ぽ
や
ぽ
や
し
ち
ゃ
い
ら
れ
な
い
。

3
 
や
さ
し
い
複
式
癖
記
。

4
 
新
し
い
人
問
関
係
。

5
 
人
問
関
係
の
ポ
イ
ン
ト
。

6
 
あ
な
た
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
出
来
る
。

7
 
我
々
は
原
価
を
作
っ
て
い
る
。

8
 
下
繁
業
の
経
営
謡
。

売
れ
る
製
品
の
作
り
方
。

9

所
得
税
の
い
ろ
は
。

01

中
小
企
業
の
産
業
安
全

1

:
、
、
一
肌

.
、
.
.

1

]

山
一

1
卓
,

1

1

.

.
一
、
"
,
、

゛
"
、
゛
〒
.
、

.
コ
,
亀
,
"
.
尾
 
J
 
,

,
ー
,
冒
冒
キ
,
ー
ー

圓
商
店
経
営
シ
リ
ー
ズ

ー
サ
ー
、
ヒ
ス
と
は
。

2
 
販
売
効
率
を
あ
げ
に
は
。

3
 
上
手
な
お
客
の
応
待
法
。

4
 
上
手
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